
平成8年7月号 ND.1202
主な内容

・新食糧法の施行で精米表示が一新…・・…...2 ~ 3 

・防災訓練のおしらせ…一一 …一-……・…..4 ~ 5 

・ 電算システム利用状況…・・・………・・…・… "14~15

食文化の伝承地

池田2丁目に、直径4mの水車や研修館 t
などを備えた「示采の鶏」が完成、米の原

種といわれる赤米の耕作を通じ、飽食の時

代に食物の貴さ、そして心と体の健康のあ

りがたさを、地域の人々や子どもたちに伝

える場を目ざしています。

また一つ大村に名所ができました。一度

訪ねてみてはいかが、ですか。

関連記事は24ページに掲載しています。

T r赤米の郷」を訪れた諏訪保育園の園児たち



お
お
む
ら
の

お
い
し
い
ね
H

2-

お
と
丸
づ
き
で
す
か
。
お
米
屋
さ
ん
以
外
で
も
米
の
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
お
米
が
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
。
園
内
産
の
も
の
は
も
と
よ
り
、
外
国
産

米
や
「
コ
シ
ヒ
力
リ
1
0
0
%」
な
ど
と
銘
打
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
米
と
呼
ば
れ
る
も
の
ま
で
登
場
し
て

い
ま
す
。
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
気
に
な
る
の
は
中
身
の
信
頼
性
。

そ
ん
な
消
費
者
の
声
に
こ
た
え
た
の
が
、
新
食
糧
法
の
施
行
で
一
新
さ
れ
た
精
米
表
示
と
そ
の
認
証

マ
ー
ク
で
す
。

今
回
は
、
本
市
に
お
け
る
稲
作
の
現
状
ζ

精
米
表
示

・
認
証
マ
!
ク
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
食
文
化
を
支
え
る
稲
作
は
、
生

活
の
多
様
化
な
ど
時
代
の
流
れ
に
よ
り
、

少
し
づ
っ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
縄
文
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ

〈
大
村
市
内
で
米
づ
く
り
の

さ
か
ん
な
地
域
〉

か
ら
日
本
で
も
い
ち
早
く
稲
作
農
耕
は
営

ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現
在

で
は
、
や
は
り
社
会
の
変
化
に
よ
り
次
第

に
他
の
作
物
を
加
え
た
被
合
経
営
へ
と
移

っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
全
域
で

稲
作
は
営
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
か
ん
な

地
域
は
地
図
上
に
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
耕
作
面
積
は
、
全
域
で
約
7
4
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
(
平
成
7
年
度
)
。
主
に
、
「
ヒ

(平成7年)

お米の種類 作られている面積

とノヒカリ 540ヘクタール

キヌヒカリ 18ヘクタール

ユメヒカリ 58ヘクタール

レイホウ 56ヘクタール

日本晴 7ヘクタール

その他 61ヘクタール

合計 740ヘクタール

大村市で米かイ乍られている面積

( 

ノ
ヒ
カ
リ
」
と
い
う
品
種
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
新
食
糧
法
の
施
行
に
伴
い
、
米

の
自
由
化
な
ど
が
導
入
さ
れ
農
業
を
営
む

人
に
と
っ
て
は
、
き
び
し
い
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
乗
り
切
る

た
め
に
、
と
に
か
く
お
い
し
い
米
を
作
り

た
い
と
、
米
n

つ
く
り
に
意
欲
を
燃
や
し
て

い
る
人
た
ち
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
野
岳

地
区
な
ど
で
は
、
特
別
表
示
米
(
有
機
米
)

の
栽
培
を
始
め
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
、

「お
に
ぎ
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
、
い
ろ

ん
な
啓
蒙
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
食
文
化
を
支
え
て
き
た
米
は
、

こ
れ
か
ら
も
、

日
本
の
食
卓
の
中
心
で
あ

り
つ
、
つ
け
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
地
元

で
取
れ
る
お
い
し
い
米
を
食
べ
て
、

健
康

で
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。

正

新
し
い
米
作
り
を

中
尾
義
秋
さ
ん
(
陰
平
町
)

私
は
現
在
約
切
ア
l
ル
の
田
を
耕
作
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
食
管
法
で
守
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
自
由
化
に
な
れ
ば
、
流

通
も
変
わ
り
、
農
家
に
よ
っ
て
は
減
反
し

お
い
し
い
お
米
を

神
近
加
代
子
さ
ん
(
諏
訪
2
丁
目
)

「お
い
し
い
お
米
が
食
べ
た
い
」
の
が

一
般
消
費
者
の
望
み
で
す
。
私
た
ち
日
本

な
い
人
や
、
仲
買
業
者
も
入
っ
て
き
て
価

格
が
下
が
る
こ
と
に
も
な
り
農
家
に
と
っ

て
は
、
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
、
消
費
者
の
ニ

l
ズ
に
あ
っ
た

米
を
作
り
、
大
村
で
生
産
し
た
米
は
大
村

の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
生
産
者
と
消
費
者
と
の
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
た
り
、
各
種
団
体

と
試
食
会
な
ど
を
行
い
米
の

P
R
も
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
農
家
と
し
て
は
、
消
費
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、
有
機
栽
培
や
減
農

薬
で
自
然
米
な
ど
を
作
り
、
消
費
拡
大
を

は
か
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
今
回
の
米
の

表
示
な
ど
は
、
消
費
者
に
は
大
変
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

人
に
と
っ
て
、
お
米
は
昔
か
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
、
こ
れ
ま
で
は
、
精
米
の

表
示
も
分
か
り
づ
ら
く
中
身
の
信
頼
性
も

気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
度
の

新
食
糧
法
の
施
行
に
よ
り
安
心
し
て
自
分

の
好
み
に
合
っ
た
お
米
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
様
に
な
っ
た
の
は
大
変
あ
り
が
た
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。

お
米
屋
さ
ん
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
手
軽
に

子
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
い
ま
、
我
々
消
費
者
は
、
生
産
農
家
の

願
い
も
感
じ
つ
つ
お
米
選
び
に
気
を
配
り

た
い
も
の
で
す
。



新
食
糧
法
の
施
行
で
精
米
表
示
が

一
新

お
米
の
素
顔
が
見
え
ま
す
・
選
べ
ま
す
。

圃
原
料
玄
米
に
つ
い
て
の
情
報
を

圃
産
地
・
品
種
・
産
年
の
三
点
セ
ッ
ト
で
記
載

お
米
の
袋
に
表
示
さ
れ
て
い
る
精
米
表
り
づ
ら
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
新
食

一不
の
、
ど
こ
が
新
し
く
な
っ
た
の
で
し
ょ

糧
法
に
よ
る
精
米
表
示
制
度
の
も
と
で

う
か
。
大
き
な
改
正
点
は
、
「原
料
玄
米
」

は
、
「
産
地

・
品
種
・
産
年
」
の
三

つ
を

の
記
載
の
仕
方
に
あ
り
ま
す
。

セ
ッ
ト
で
記
載
す
る
こ
と
が
基
本
に
な
り

こ
れ
ま
で
の
原
料
玄
米
の
記
載
の
仕
方
ま
す
。
つ
ま
り
、
「ど
こ
で
、
ど
ん
な
品

は
、
「
I
類
O

%
以
上
」
と
い
う
よ
う
に
、
種
の
米
が
、
い
っ
と
れ
た
の
か
」
が
、
だ

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

一
般
消
費
者
に
分
か
れ
の
目
に
も

一
目
り
ょ
う
然
と
な
っ
た
の

平成8年 7月号

く表示例〉

食糧庁精米表示基準に基づく 表示

ロEロZ 名 精 米

産 土也| 品 種 |産 年11吏用割合

A県産 ヒノヒカリ 7年産 40% 

原料 玄米 B県産ユメヒカリ 7年産 20% 

その他 40% 

(うち 未検査米 10%) 

正味 重量 5 kg 

精米年月日 8. 6. 

00米穀卸株式会社

販売業者名
口口県00市ムム町ママ 1- 2

TEL 012(345)6789 
又は 00米穀卸株式会社 ムム精米工場
精米工場名

ロコ県00市ムム町ママ 3-45 
TEL 0123(45)6789 

広報おおむら

で
す
。
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
米
に
つ
い
て
は
、

使
用

割
合
の
多
い
順
に
全
体
の
ω
%
に
達
す
る

ま
で
産
地
・
品
種
・

産
年
ご
と
の
使
用
割

合
を
記
載
。
そ
れ
以
外
は
「
そ
の
他
O
%
」

と
表
示
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
原
料
玄
米
に
外
国
産
の

米
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
米
の

産
地
国

(
例
・
ア
メ
リ
カ
産
加
州
米
な
ど
)

ご
と
の
使
用
割
合
が
別
に
記
載
さ
れ
ま
す

(使
用
割
合
の
表
記
は
原
則
と
し
て
日
%

ず
つ
)。
一
方
、
未
検
査
米
が
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、

原
料
玄
米
の
欄
に

「未
検
査
米
」

と
別
に
記
載
さ
れ

(
産
地
・

品
種
・
産
年

の
表
示
は
な
し
て
そ
の
使
用
割
合
が
記

載
さ
れ
ま
す
。

精
米
表
示
に
は
原
料
玄
米
の
ほ
か
に

も
、「
品
名

(
う
る
ち、

も
ち
、
経
芽
精

米
)」
、
「正
昧
重
量
」
、「
精
米
年
月
日
」
、

「
販
売
業
者
名
文
は
精
米
工
場
名
」
が
記

載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
さ
に、
ρ

お
米
の

素
顔
が
見
え
る
表
示
グ
と
い
う
わ
け
で
す
。

おいしいお米を選ぶコツ

精米年月日にも気を配ろう

おいしいお米、食べていますか。
お米はいわば生鮮食品。ですから、
お米を選ぶ擦に産年に注意するの
はもちろんです。精米年月日にも
気を配りたいものです。というの
も、いくら今年とれたお米でも、
精米してからの時間がたてばたつ
ほど、味が落ちてしますからです。

-
表
示
と
袋
の
中
身
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を

圃
認
証
マ

i
ク
な
ど
が
お
約
束

「
袋
の
表
示
が
分
か
り
ゃ
す
く、

き
め

細
か
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
肝
心

の
袋
の
中
の
米
は
本
当
に
記
載
ど
お
り
な

の
か
し
ら
」

|
。

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
表
示
と
袋
の
中
身

が

一
致
し
て
い
な
い
な
ん
て
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
新
食
糧
法
で
は
第
三
者
機
関
に

よ
る
「
精
米
表
示
認
証
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
表
示
認
証
機
関
に
指
定
さ
れ

た
例
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
、
表
示
が

正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
正
し
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
に
は
「
認
証
マ

l
ク
」
を
つ
け
て
、
消

費
者
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
制
度
。
袋
の

中
身
が
表
示
ど
お
り
の
も
の
か
ど
う
か

は
、
こ
の
が
信
頼
の
あ
か
し
グ
と
も
い
え

る
認
証
マ
l
ク
の
有
無
で
判
断
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
認
証
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模
の
精
米
工
場
で

精
米
さ
れ
た
お
米
に
対
し
て
も
、
都
道
府

県
ご
と
に
指
定
し
た
組
合
が
表
示
と
内
容

新食糧法は、乎成7年11月

1日から施行されています。

(本県では6月1日より新

しい表示になりました。)

新食糧法では、米の流通の

規制が大幅に緩和されまし

た。その結果、流通面から

みると、 米は大きく計画流

通米と計画外流通米とに分

かれることができます。こ

れらは文字通り、国の計画

に沿ったものか否かの遠い

です。計画流通米は国の検

査を必ず受けなければなり

ませんが、計画外流通米は

任意となっています。この

国の検査を受けていない計

画外流通米、それが 「未検

査米Jです。

※l 

※2 

-3 



=8月11日但)第1回大村市総合防災訓練=

8月11日(日)、午前9時~午後1時

陸上自衛隊竹松駐屯地(施設訓練場)

避葉信JII練、防災コーナ一、水防工法、倒壊家屋からの救

出・救命訓練、緊急輸送訓練、ライフライン応急復旧訓

練、架橋架設訓練、航空機事故消化救難訓練など20種目

を超える訓練を行います。

問い合わせ総務課(包@41 1 1 内線21 2) 

時

所

容

日

場

内

市では、市民の皆さんの身体生命およひ財産を守るため、総

合防災訓練を行います。

訓練は、地震、風水害、航空機事故を想定して実施します。

昨年の阪神淡路大震災や梅雨、台風などの自然災害だけでな

く、航空機事故-大規模な火災など人為的現象の災害があり、い

つ災害にであうか、わかりません。

このような災害から身を守るには、一人ひとりの防災知識が必

要です。多くの市民のみなさんの参加-見学をお願いします。

雨
期
を
前
に

危
険
個
所
を
視
察

同のたえ
会視め、梅
議察 5防雨
がお 月災 ゃ
行よ 24体 合
わび日制民
れ、、ヘ小

ま防 災 ので
し災害 万 よ
た・危全 λ
O 水険をン
防個図 に 危険個所を点検する甲斐田市長ら
合 所る備 (5/24・岳ノ木場溜池)

危
険
個
所
の
視
察
に
は
、
甲
斐

田
市
長
を
は
じ
め
市
関
係
者
、
警

察
署
、
消
防
署
、

諌
早
土
木
事
務

所
な
ど
約
加
入
が
参
加
。
急
傾
斜

地
や
た
め
池
な
ど
市
内
の
危
険
個

所
を
巡
視
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
市
役
所
で
聞

か
れ
た
防
災

・
水
防
合
同
会
議
で

は、

災
害
予
防
対
策
・

災
害
応
急

対
策

・
災
害
復
旧
対
策
な
ど
が
協

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
、

先
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、

「震
災
対
策
」
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
に
な
っ

て
い
ま

す
。

越水・決壊などに備えて
水防訓練

にi丑
臨速
んに
だそ

伝与
τ男車
/皆t;
2字申l
Jふん断
ユで
黒訓
己土 手東

梅雨期を控え、 豪雨による災害に備えた水防訓練が

6月2日、郡川矢次橋上流右岸で行われました。

訓練には、第11-第12分団の団員など約80人が参加。

河川の堤防越水・決壊などを想定し、せき板工法、

積土のう工法、水防マット工法を迅速かつ正確に行い、

防災体制に万全を期しました。

地域の発展にご尽力
=永年勤続者を表彰=

町
務
連
絡
員
総
会
が

5
月

紅
白
、
商
工
会
議
所
で
聞
か
れ
、

永
年
、
行
政
と
町
内
会
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
、
永
年
勤
続
者

の
方
々
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

(
敬
称
略
)

o
m年・
・・
菅
原
肇
(
有
楽
町
)

O
日
年
:
・井
原
勇
雄
(
久
原
住
宅
)
、

中
井
政
次
(
上
諏
訪
)
、
福
田
豊

(
下
諏
訪
)

o
m年
:
・
松
山
正
敏
(
柴
田
)
、
山

本
静
男
(
池
田
9
区
)
、
内
村
敬

一

(
池
田
口
区
)
、
田
口
善
男

(
松
並
1
丁
目
)
、
五
反
田
良

一一
(
富
の
原
2
丁
目
)
、
中
村
沖

太
郎
(
久
原
第
2
団
地
)

。5年
:
・
中
島
光
雄
(
東
浦
)
、
村

井
太

一
(
本
町
第

一
)
、
橋
本
次

夫

(
武
部
町
)
、
中
野
秋
男

(
諏
訪

1
区
)
、
野
津
武
幸

(
協
和
町
)
、
尾
崎
啓
一
(
古

賀
島
町
東
)
、
堀
池
久
(
小
路

口
本
町
)
、
中
山
澄
男
(
原
口

町
)
、
北
野
虎
次
(
宮
小
路
3

丁
目
)
、
福
重
敏
男
(
皆
同
)
、

井
上
信
一
(
原
口
住
宅
)

総会では、地域発展にご尽力されている永年勤続者の表彰などが
行われました (5/31・商工会議所)
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こんな警鐘がなったら避難を

平成8年7月号

こんなサイレシ

広報おおむら

情では、河川|の増水、火事の拡大、がけくずれなどの災害が発生し、または恐れのあるときに、 避難の

必要がある場合は、つぎの方法でお知らせします。

打
避 ;
難 ト一一一一ーで

信 !サイレン !約1分 約5秒 約1分 約5秒 約1分

可 信 号 0-休止 0- 休止 O

サイレ ン、警鐘がなったら、落ちついて避難場所ヘ

百L鐘警
.広報車(市、警察、消防機関)による拡声放送伝達

.テレビ、ラジオ放送による伝達

.市、警察、消防機関などによる口頭または拡声器に

よる伝達

.避難信号、サイレン、 警鐘による伝達

~萱瀬夕、ムの放流について~

放流する前にサイレンを吹嶋します。(洪水調節のため)

l分吹鳴→休止→1分吹鳴→休止→l分吹鴫
15秒 15秒

(災害対策本部(市側内)222;;)
! 夜間は包@4124も増設されます ; 
; 消防署包@4138

l 防災対策室(消防署内)ft@2316 

①避難するのはどんなとき
・初期の消火ができずに、燃え広がる恐れのある場合。

・警察官、消防署員および消防団員、 市の職員などから避難の指示があった場合0

・ラジオなどの報道や市の情報、周囲の状況から、自ら避難の必要があると判断

した場合。

②避難するときのしたくは
・緊急避難する場合は、動きやすい服装ですばやく行動できるように。

・避難時に持ち出したいものを欲ばりすぎると、安全な避難に支障をきたします。

荷物は最小限にまとめましょう 。

③緊急避難場所の確認 (f広報おおむら 6月号」に掲載しています)
・家族全員が、避難場所を確認しておきましょう 。休日に家族そろって緊急避難

場所まで歩いてみたりして、道順などを覚えておきましょう O

・家族が落ち合う場所を決めておきましょう。

ま
し
た
。

表
彰
を
う
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

(
敬
称
略

・
順
不
同
)

岩
城
繁
(
西
本
町
)
、
岩
本
ハ
ル

エ
(
黒
木
町
)
、
岡
本
h
u
p
(
須

田
ノ
木
)
、
久
保
ヒ
デ
子
(
古
町

1
丁
目
)
、
坂
口
シ
ヅ
エ
(
木
場

1
丁
目
)
、
高
橋
ナ
カ
(
東
大
村

2
丁
目
)
、
田
川
イ
サ
子
(
本
町
)
、

谷
上
ヒ
サ
(
木
場
1
丁
目
)
、
原

口
ト
シ
(
西
本
町
)
、
村
岡
キ
ク

ノ
(
植
松

1
丁
目
)
、
森
ム
メ

(
植
松
3
丁
目
)
、
森
ヨ
シ
(
小
路

口
本
町
)
、
山
口
キ
ヨ
(
武
部
町
)
、

山
口
ヨ
シ
(
古
町
2
丁
目
)
、
横

山
タ
キ
(
西
本
町
)

-5-

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
表
彰

ω年
以
上
も
の
長
い
間
、
家

の
柱
と
な
り
幾
多
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
、
家
族
の
生
活
を
支
え
な

が
ら
子
ど
も
を
育
て
あ
げ
、
ま
た

社
会
の
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
寡
婦
の
皆
さ
ん
へ
の
表

彰
式
お
よ
び
母
子
寡
婦
一福
祉
連
合

会
総
会
が
5
月
ロ
日
、
商
工
会
議

所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

幻
歳
の
山
口
キ
ヨ
さ
ん
(
武
部
町
)

を
最
高
齢
に

白
人
の
皆
さ
ん
で

す
。甲
斐
岡
市
長
は

「い
つ
ま
で
も

健
康
で
、
明
る
い
家
庭
を
築
い
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。一

人

ひ
と
り
に
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品

を
贈
り
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

E・・6主主勿闇踊民ふ三品』
長年の労をねぎらって行われた寡婦表彰

(5/12.商工会議所)
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やっぱり自然がいし、!!
(5/26・郡川鬼橋上流河川敷)

自然の中に親しみ、家族のふれあい・地域の人と

のふれあいを深めようと郡川鬼橋上流河川敷で5月

26日、 「郡川の白然に親しむ会J(竹松小学校区健
全協 ・郡川の自然に親しむ会主催)が行われ、家

族連れなど約4∞人が参加、水遊びを楽しみまし

た。

土手のごみ拾いをしながらコスモスの種を

まく 「郡川の美化Jから始まり、川に住む生 y
き物調べ、お年寄りの指導による昔なつかし

い竹トンボ・水で、っぽう作り、石の重さ当

てクイズ、アユの放流などがありました。

また、 昔からこの付近はカッパが住んで、いたという伝説があ

り、これにちなんだ仮装大会もありました。子作りの皿ゃくちばし、 甲羅を

身にまとって“カ ッパの親子"が登場、実天宮保育園の保母らによる寸劇披露の後、

輪になってユニークな踊りを楽しみ、和やかな雰回気の中で一日を過ごしました。

A大村ブランドを発掘
(5/25・大村浜屋)

大村の特産品を発掘しようと「第

l回ふるさと産品新作展J(大村商工
会議所主催)が5月25日・ 26日の2日間

大村浜屋で行われました。

新作展には、食品部門35点、非食品部門に16点の応募があり、市民

101人による市民審査と市川森ーさんを特別委員長とした11人による

専門審査が行われ、最優秀グランプリには 「磯仕立てひじき麺jが選

ばれました。

g
J
 

宇一
¥

0

1
品
調
一

川漁
場

平成8年 7月号

Vきれいになったね (6/2・大村公園)

6月5日は「環境の日Jです。これにちなみ本
市では6月2日「空き缶回収キャンペーンJを実
施しました。

「環境美化条例」が施行されてl年、環境に対

する意識も高まり、早朝から各家庭や町内会、各

種関係団体、事業所など前年度を上回る参加をみ

ました。

広報おおむら

4

司
早
く
大
き
く
な
っ
て
ね
H

(5
/
羽・

萱
瀬
ダ
ム
上
流
)
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「川
釣
り
が
で
き
る
里
、つ
く
り
を
」
を
め
ざ
し
て
郡
川
漁
業

協
同
組
合
(
勢
戸
利
春
組
合
長
)
は

5
月
初
日
、

萱
瀬
ダ
ム
上

流
に
、
体
長
日

l
m
m
に
成
長
し
た
ヤ
マ

メ
約
2
、
0
0
0
匹

を
萱
瀬
ダ
ム
と
砂
防
公
園
の
間
4
か
所
で
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
放
流
は
今
年
で
4
回
目
、
岸
辺
か
ら
放
す
と
、
ヤ
マ
メ

は
、
勢
い
よ
く
清
流
の
中
を
泳
い
で
行
き
ま
し
た
。
秋
に
は

m

m程
度
に
な
り
、
釣
り
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

マカラフルな帆競い合う
( 5/19・竹松駐屯地沖)

第1回大村市長杯ヨットレース(大村ヨット

クラブ主催)が5月四日、県内から25艇が参加

し、陸上自衛隊竹松駐屯地の沖合いで聞かれま

した。この日は、波は穏やかだったものの、午

前中風がなく、コンディションはいまひとつ。

それでも、カラフルな帆を巧みに操りながらレ

ースを楽しんでいました。

， 

‘ 
世，

4

司
お
旬
さ
ん
つ
ぎ
は
ど
っ
ち
H

(5
/
叩
・
大
村
公
園
)

第13回全国一斉ウオークラリー大会が5月19日、

市コミセンをスタートに、大村公園周辺の3km、

東浦沿岸を通り大村公園を歩く 5kmの2コースで

行われました。親子や友だち同士で参加した各チ

ームは、 六感を使ったくだものの臭い当てクイズ

やジャンケンゲームなどいろいろな課題を解きな

がら楽しくゴールしていました。

4

司
矢
に
気
合
い
を
こ
め
て

(
5
/
お・

市
営
弓
道
場
)

第
日
回
大
村
市
長
杯
県
下
弓
道
大
会
が

5
月

初
日
、
市
営
弓
道
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
大

会
に
は
、
県
内
の
弓
道
愛
好
者
、
市
内
の
高
校

生
ら
約
2
5
0
人
が
参
加
、

m
m離
れ
た
的
に

向
か
い
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
十
分
発
揮

し
、
鋭
い
矢
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

" 

j漁
民- 1 

よ'抗日
調剛勘両首

4 (，、

画面凪

小学生の部と中学生の部があり、

みんな元気いっぱいに白球を追いかけていました。この結果、小学の

部は旭クラブ、中学の部は郡中学校がそれぞれ優勝しました。

砂ナイスパッテインク、
( 5/19・市営野球場)

第26回少年野球大会が5月18

日.19日の2日間、市営野球場

などで行われ、白熱したゲーム

が繰り広げられました。試合は、

砂みごとな剣さばき
(6/9・市民体育館)

「全九州少年剣道優勝大

会・第11回おおむら菖蒲ま

つり剣道大会jが6月9日、

市民体育館を会場に行わ

れ、終始気合いの入った試

合が展開されました。

大会には、市内および県

内外の小学生150チーム・

450人の参加がありました。

-7-



=大村湾観察クルージング参加者=

今
年
も
大
村
湾
の

「環
境
と
観

光
」
を
考
え
る

『よ
み
が
え
れ
琴

の

海

湾

C
U
P
%
出
お
お
む

ら
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大

村
湾
観
察
ク
ル
l
ジ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

9
月
8
日
間
午
前
8
時

集
合
、
9
時
出
発
、
午
後
5
時
帰

着集
合
場
所

馬
場
崎
埠
頭
(
大
村

市
総
合
地
方
卸
売
市
場
付
近
)

コ
ー
ス

馬
場
崎
j
二
島
お
よ
び

大
崎
沖
(
水
質
検
査
)
j

ハ
ウ
ス

テ
ン
ポ
ス
(
浄
化
施
設
見
学

・
自

由
行
動
)

j
馬
場
崎

募
集
人
員

2
0
0人

参
加
費

大
人
3
、
0
0
0
円

小
人
2
、
0
0
0
円

(ロ
歳
以
下
)

(参
加
費
に
は
、
往
復
船
賃
、
ハ

ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
入
場
料
を
含
み
ま

す
)
募
集
期
限

8
月
6
日

ω

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
。

※
一
枚
で
何
人
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

申
し
込
み

大
村
商
工
会
議
所
青

年
部
「
大
村
湾
観
察
ク
ル
1
ジ
ン

グ
」
係

(
東
三
城
6
1
1
)

問
い
合
わ
せ
大
村
商
工
会
議
所

青
年
部
(岱
⑮
4
2
2
2
)

ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
あ
け
て

不
燃
物
収
積
所
か
ら
収
集
さ
れ

た

「不
燃
物
」
の
中
に
は
、
い
ま

だ
に
穴
を
あ
け
ず
に
多
量
の
ス
プ

レ
ー
缶
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

穴
を
あ
け
て
出
さ
な
い
と
、
処

理
施
設
内
で
爆
発
事
故
や
機
械
の

故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
事
故

川の生き物を探せ!
~リバーウォ ッチングのお知らせ~

が
起
き
る
と
、
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
ば
か
り
か
、
処
理
が
出

来
な
く
な
り
定
期
収
集
に
影
響
が

生
じ
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
迷
惑
し

ま
す
。
今
一
度

「ゴ
ミ
の
出
し
方
」
の

チ
ラ
シ
を
確
認
し
、
決
め
ら
れ
た

方
法
で
、
ル

I
ル
を
守
っ
て
出
し

ま
し
ょ
う
。

*
{
八
の
あ
い
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー

缶
は
、
収
集
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

発
泡
ス
チ
ロ
:
ル
の
処
理
は
け

最
近
の
ご
み
の
排
出
量
の
増

大
、
質
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、

可
燃
ご
み
も
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
類
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
が

多
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
発
熱
量

の
増
加
で
ご
み
の
焼
却
能
力
に
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。

hv
「
郡
川
の
自
然
に

親
し
む
会
」

よ

一一一J1
1

4
拍
子
ー

コ

¥

¥

二
-L
匂

匂

九一三九

frig〆

士一一竺
宗
一一
j'

例

;

;

:

F/
i
f

喧
戸
山
も

一一一
J

F

J

P

J
J

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
処
理
に
つ

い
て
は

①
高
温
と
な
り
炉
の
破
損
な
ど
が

生
じ
る
。

③
重
量
の
わ
り
に
は
か
さ
ば
り
、

ピ
ッ
ト
の
容
量
を
狭
く
し
て
い

る
。

③
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
り
有
害
な

気
体
を
発
し
環
境
問
題
を
生
じ

る
。
な
ど
の
点
か
ら
、

事
業
系
の
皆

さ
ん
に
は
、
状
況
を
理
解
し
て
い

企サワガニ 企工ルモンヒラタカゲロウ

わたしたちの身近にある}11。
そこにはどんな生き物が住んでいるんだろう。
そして、その生き物たちはどんな環境で生活し
ているのだろう。
興味がありませんか?
リバーウォッチングは生き物をとおして、 川の
“今"を探ります。
家族そろってご参加ください。

た
だ
き
、
資
源
物
と
し
て
、
専
門

業
者
や
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
な
ど
へ

搬
出

・
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
(岱
⑭
3

1
0
0
)
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精
霊
船
用

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を

払
い
下
げ
ま
す

条
件
H
町
内
会
や
各
種
団
体
単
位

で
精
霊
船
と
し
て
利
用
す
る
も
の

に
限
り
ま
す
。
(
個
人
に
は
払
い

下
げ
し
ま
せ
ん
)

申
込
期
限
H
7
月
日
日
附

申
し
込
み
H
環
境
保
全
課
環
境
保

全
係
※
申
込
書
は
環
境
保
全
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ところ・とき
明 間11(才又樹す近)

7月初伏)、午前1鵬~正午
舗 田)11 (似田橋付近)

7月26日(金)、午前1明寺~正午
③大上戸)11 (水田橋付近)

7月28日(日)、午前lC時~正午
ちゅうい
①川の中に入りますので、汚れてもpp服装・
静化などを準備してください。
②ウォッチングの前日および当日が雨のときは
中止します。
問い合わせ 若手克保全課

正



現 香

港2
は 害
7量
月 芋
中妻

長
4'ιん
な ヘ
く

加
歳
前
に
障
害
に
な
ら
れ
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

人
(
無
拠
出
の
障
害
基
礎
年
金
受

給
者
)
は
、
毎
年
7
月
に
現
況
屈

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

現
況
届
は
が
き
が
、
受
給
者
の
皆

さ
ん
へ
直
接
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

市
民
課
ま
た
は
、
各
出
張
所
で

住
民
票
記
載
の
証
明
を
受
け
、
保

険
年
金
課
年
金
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
診
断
書
が
添
付

さ
れ
て
き
た
人
は
、
あ
わ
せ
て
そ

の
診
断
書
も
一
緒
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

平成8年 7月号広報おおむら

第

9
回
大
村
市
国
民
年
金
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
選

「
は
じ
め
て
の
旅
行
」

岩
本
貴
江
さ
ん
(
杭
出
津
3
丁
目
)

の
作
品

無
拠
出
の
障
害
基
礎
年
金
は
、

受
給
者
本
人
の
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
毎
年
、
前
年
分
の

所
得
の
確
認
を
7
月
に
行
い
J
8

月
か
ら
1
年
間
の
年
金
が
受
給
で

き
る
か
の
審
査
を
し
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
他
の
公
的
年
金
の
障
害

給
付
を
受
け
て
い
る
(
ま
た
は
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
)
場
合
は
、

障
害
基
礎
年
金
と
一
緒
に
受
け
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
現
況
届
に
他
の
公
的
年
金
受

給
状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

8

月
か
ら
1
年
間
の
年
金
が
受
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

平
成
8
年
1
月
2
日
以
降
大
村

市
に
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
人
は
、

所
得
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
前
住
地
で
の
平
成
7
年
分
の

所
得
証
明
書
を
現
況
屈
と

一
緒
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
年
金
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ふれあいと

対話が築く明るい社会
。街頭パレード

日時 7月6日(士)、午後l時30分~

桜が原中学校のブラスパンド部を先頭に、関係団体の

代表者約240人がアーケード街をパレードします。

犯罪のない明るい社会をつくるために

。大村区青少年弁論大会(大村市・東彼杵町)

日時 7月20日(土・祝)、午後l時30分~

場所市民会館(大会議室)

※優勝者は県大会の出場権を得ます。

H
大
村
市
連
合
防
犯
協
会

総
会
開
催
H

(
5
/
叩
・
市
役
所
)

。長崎県青少年弁論大会

日時 7月28日(日)、午後l時~

場所佐世保市市民文化ホール

※市民の皆様の多数の公聴をお願いします。

望書46思

“社会を問るくする運動"

5月30日市役所で、大村市連合防犯協会 (会長・甲斐田園彦大村市長)
の総会か閣催。総会に先立ち、長崎県防犯協会連合会長長崎県警察本部

長から、平成7年度防犯活動に功績のあった宮本武昭さん (木場1丁目)

へ、表彰状の伝達がありました。

この協会は、犯罪のない明るい社会をつくるため、市内8地区に設けら
れた地区防犯協会を中心に、地元警察署、職域匝体などから構成されてお

り、地域住民への防犯意識の高揚や、生活安全ニュースの発行、防犯灯の

設置および白熱球から蛍光灯への取り替え工事など、の事業を行っていますO

総会では、平成8年度の新規事業として今年度から2年間、警察庁から
大村警察署管内が、「地域安全活動パイ口、ソ卜地区jに指定されたことを受

け、防犯連絡所長 (町務連絡員)を中心に、地域に根ざした防犯活動を展

開することや、防犯灯の白熱球を今年度500灯蛍光灯へ取り替える事業
案などを、可決しました。

そのほかに、青少年の性非行や性的被害などを防止するため、 テレホン

クラブやツ ショットダイヤルなどの営業を規制する県条例の制定を求め

る 「テレクラ等規制条例制定に関する決議Jを採択し閉会しました。

{危なかったjは赤信号つみとろう職場に潜む危険の芽

全国安全週間 -7月1日"'7日一

7月1日は[安全の日Jです。「安全jを考え、職場は
もちろん家庭や学校、通勤途中の交通事故など、あらゆ

る環境条件の中で災害事故にあわないようにしましょう。

無料交通事故相談

不幸にして交通事故に遭われ、その解決にお困りの人、専門の相談

員が親身になって相談に応じます。

相談日月曜日~金曜日、

午前9時305ナ~正午、午後l時-4時40分(祝祭日を除く)

性i)日本損害保険協会長崎自動車保険請求相談センター

(長崎市万才町宮ω58@2571)

問い合わせ
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G
予
防
接
種

該
当
す
る
乳
幼
児

生
後
3
か
月
l
必
か
月
未
満
で
、

今
ま

で
に
1
回
も
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

料
金

無
料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

.
熱
の
あ
る
乳
幼
児

・
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
乳

幼
児

・
ま
ん
延
性
の
皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

・
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
て

ツ一反検査・ BCG予防接種目程

実施場所 ツ一反検査 BCG接種
市役所第9会議室

7月2日(火) 7月4日(木)
萱 瀬 出 張所

西大村コミセン
ニ 浦 出 張所 7月3日(水) 7月5日(金)
鈴田出張所

竹松 出 張所
7月9日(火) 7月11日(木)

福重出張所

中地区公民館
7月10日(水) 7月12日(金)

松原出張所

※時間はいずれも午後2時-3時まで
※母子健康手帳をご持参く ださい

い
る
乳
幼
児

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
お
い
て
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
水
ほ
う
、
壊
死

な
ど
の
非
常
に
強
い
反
応
を
示
し
た
こ

と
が
あ
る
乳
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン

(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種
後

4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種
混

合
な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て

い
な
い
乳
幼
児

三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎

予防接種のお知らせ

お子様の体調の良いときに受けられるよう、年間

を通じて無料で実施しています。(母子健康子娠を
ご持参くださp)

詳しくは、 f健康のしおりと国民健康保険Jをご
覧くださL、
※日本脳炎予防接種は、8月31日までの実施となり
ます。

第
。
回
M
&
M
(ミ
ルクとみどリ
)
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

健
康
晴つ
く
り
の
源
は
、
食
生
活
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
牛
乳

・
乳
製
品
お

よ
び
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
類
の
摂
り
方
が

ま
だ
足
り
な
い
状
況
で
す
。
生
き
生
き
し

た
健
康哨
つ
く
り
、
ひ
い
て
は
ガ
ン
や
骨
粗

し
よ
う
症
の
一
次
予
防
に
役
立
て
る
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
食
品
を
組
み
合
わ
せ
た
料

理
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
H
7
月
1
日
側
j

m
日
幽

応
募
資
格
H
市
内
に
居
住
す
る
人
(
料
理

を
業
と
す
る
人
を
除
き
ま
す
)

応
募
内
容
H
①
牛
乳
・
乳
製
品
部
門
②
緑

黄
色
野
菜
部
門

③
海
藻

・
小
魚
部
門

応
募
方
法
H
市
健
康
増
進
課
に
備
え
付
け

の
応
募
票
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

※
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い

歯
周
疾
患
検
診
実
施
申

対
象
者
H
大
村
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
却
歳
以
上
の
人

実
施
期
限
H
8
月
訂
日
出

検
診
料
金
H
無
料

募
集
人
員
H
1
0
0
人

実
施
医
療
機
関
H
市
内
の
歯
科
医
院

申
し
込
み
H
健
康
増
進
課

fステップリフトjを
設置しました

市役所の別館 (議会事務局前)と第3別

館(地積調査室など)との問の階段に、お

年寄りや体が不自由な人のために 「ステ ッ

プリフト」を設置しました。

ご利用されるときは、備え付けの呼び出

しボタンを押してくださ ~) 0 職員が補助に

付きます。お気軽にご利用ください。

zd育
て
っ
て
難
し
い
で
す
ね

ー
相
談
は
お
気
軽
に

i

-10-

育
児
で
困
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の

相
談
を
お
う
け
し
ま
す
。
乳
幼
児
の
健
全

な
発
育
の
た
め
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
電
話
で
も
、

直
接
、
諏
訪
保
育
園
に
行

か
れ
で
も
結
構
で
す
。

相
談
内
容

育
児

一
般

相
談
日
時
月
曜
日
i
土
曜
日
(
祝
祭
日

除
き
ま
す
)
、
午
前
8
時
i
午
後
6
時
泊
分

問
い
合
わ
せ

諏
訪
保
育
園

(岱
⑮
4
0

7
0
)
 

=1月は 「愛の血液助け合い主主動j月間=

あなたの善意をぜび献血に!

献血は、たくさんの人々 の善意によっ

て支えられています。一人ひとりの温か

な心が、多くの尊い命を救うのです。

ぜひ献血にご協力ください。

健康増進課問い合わせ



交
通
遺
児
奨
学
生
のほ
し
ゅ
う

保
護
者
が
道
路
上
の
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
で
働
け
な
い
た

め
に
困
っ
て
い
る
人
で
、
高
校
・
高
専
・

専
修
・
各
種
学
校
・
短
大
・
大
学
に
在

学
、
ま
た
は
進
学
予
定
者
に
貸
与
さ
れ
ま

す
。
返
済
は
、
学
校
卒
業
後
却
年
間
で
割

賦
返
済
、
無
利
子
で
す
。

問
い
合
わ
せ
H

側
交
通
遺
児
育
英
会

(
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
1

1

m

g
o手
i
5
8
11
2
2
7
1
)

平成8年 7月号広報おおむら

和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

(
5
/
叩
・
市
営
陸
上
競
技
場
)

あしなが奨学生をぼしゅう

保護者が、病気や交通事故以外の災害で死亡したり、著し

p後遺障害で、働けないため学資に困っている人で、来年、

高校・高専・短大・大学に進学予定者の予約募集を行ってい

ます。

奨学金の種類 貸与月額

高等学校および 国公立 25，000円

高等専門学校 干本 立 30，000円

般 40，000円
大 学 短大

特 別 50，000円

専修学校および
律 40，000円

各 種 Aて1:ら 校

大 戸す与L F完 律 80，000円

第22回大村市老人クラブ連合スポーツ大会が5月16日、市営

陸上競技場で行われました。

大会には、市内94の老人クラブから約1，5∞人が参加。5臼n走

からボール送り・ボールけり、輪投げリレー、玉入れ、 400m

リレーなどが行われ、和気あいあいの中、皆さん元気にさわ

やかな汗を流していました。

一方、 5月23日諌早市で行われた 「第7凪長崎県高齢者ふ

れあいスポーツ大会Jで、上小路15々 会と鬼橋町が見事に優
勝。5月28日市役所を訪れ、甲斐田市長に喜びの報告をされ

ました。4種目の競技のうち、 2種目(ローンボウルス・ゲ

ートボール)で大村市代表が優勝。おめでとうございました。

老人パワー爆発

学校卒業後20年間で、月賦・半年賦などの

割賦返済。無利子。

申込期限 7月31日(水)

問い合わせ 「あしなが育英会」干102 東京都千代田区平

河町1-ι8(H03-3221-0888) 

~ 返

甲
斐
田
市
長
に
喜
び
の
報
告
を
す
る
皆
さ

ん

(
5
/
お
・
市
役
所
)

自
動
車
事
故
被
害
者
に
国
か
さ
し
の
べ
る
援
護
の
手

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
固
の
出

資
法
人
で
、
自
動
車
に
よ
る
被
害
者
お
よ

び
家
庭
に
、
次
の
援
護
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ー
、
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

無
利
予
貸
し
付
け

対
象
H
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は

重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
子
弟

(
0歳
か
ら
中
学
を
卒
業
ま
で
の
幼
児
童
)

で
、
そ
の
保
護
者
が
住
民
税
を
納
め
る
こ

と
を
要
し
な
い
な
ど
の

一
定
の
要
件
に
合

致
す
る
人
。

貸
付
期
間
H
貸
付
決
定
の
月
か
ら
中
学
を

卒
業
す
る
月
ま
で
。

利
子
H

無
利
子

返
済
方
法
H
貸
付
終
了
後
、

6
か
月
を
経

過
し
た
後
初
年
の
均
等
分
割
返
還
(
高

校
・

大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒
業
ま
で
猶

予
)
。
な
お
、
貸
付
利
用
者
で
高
校
へ
進

学
さ
れ
る
場
合
は
、
交
通
遺
児
育
英
会
の

奨
学
金
制
度
の
便
宜
が
図
ら
れ
ま
す
。

きむを;

2
、
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る

界
斗
毒
臨
料
の
支
給
」

対
象
H

自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
・
脊
髄
損

傷
を
生
じ
た
人
で
一
定
の
基
準
に
合
致
す

る
人
。

支
給
額
H
(
1
日
に
つ
き
)

・
入
院
:
・
4
、
0
0
0
円
・
自
宅
介
護
の

場
合
:
・
2
、
0
0
0
円
。

問
い
合
わ
せ
H
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ

ー
長
崎
支
所
業
務
課

(
8
0
9
5
8
@

8
8
5
3
)
 

叡
老
盆
の
受
取
り
は
口
座
振
替
で

敬
老
金
を
支
給
す
る
の
に
伴
い
、
新
規
に
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

対
象
H
満
乃
歳

(
9月
1
日
現
在
)
以
上
の
人
(
大
正
ロ
年
9
月
1
日
ま
で
の
誕
生
日
の

人
)
で
か
つ
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人

受
付
窓
口
H
高
齢
福
祉
課

受
付
締
切
H
7月
況
日
制

※
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
老
人
ク
ラ
ブ
で
と
り
ま
と
め
を
し
ま
す
。

※
郵
便
局
で
の
振
替
は
し
ま
せ
ん
。
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大
村
市
医
師
会
会
員

牟
田
義
人

みんなの
健康

「
骨
組
幹
松
症
」

の
話
し

人
は
生
き
て
い
く
限
り
骨
を
老
化
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
骨
の
老
化
現
象
が
、
骨
折

を
お
こ
し
易
い
ほ
ど
ま
で
進
ん
だ
状
態
を

「
骨
粗
野
松
症
」
と
名
付
け
ま
す
。
「
緊
」
は

ス
ウ
と
も
シ
ョ
ウ
と
も
読
み
ま
す
。
髪
が

松
葉
の
よ
う
に
「
あ
ら
く
」
み
だ
れ
て
い

る
と
い
う
意
昧
で
し
ょ
う
か
。
大
根
や
人

参
の
中
身
に
「
す
」
が
で
き
て
ス
カ
ス
カ

に
な
っ
た
状
態
を
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
も

と
も
と
の
骨
の
数
が
減
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
個
々
の
骨
の
量
(
密
度
)
が
減
少

す
る
の
で
す
。
人
間
の
骨
量
は
、
川
切
歳
が

最
高
で
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て
減
少
し
、

女
性
は
初
歳
台
、
男
性
は
剖
歳
台
を
過
ぎ

て
か
ら
、
骨
量
は
7
割
位
ま
で
に
減
っ
て
、

骨
粗
懸
症
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
老
化
現

象
の
発
現
、
速
度
、
程
度
は
人
さ
ま
ざ
ま

で
す
か
ら
、
骨
粗
野
松
症
に
早
く
な
る
人
、

遅
れ
て
な
る
人
、
程
度
の
軽
い
、
重
い
人

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
。
よ
ほ
ど
の
事

が
な
い
限
り
、
多
く
が
鈎
歳
を
越
え
て
生

き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
の
女
性
に

と
っ
て
、
骨
粗
緊
症
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。

そ

の

予

防
・
対
策

と

し

て

は
、
若
い

と
き
か
ら

、明噌

骨
を
丈
夫
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
食
事
で
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に
と
る
。
適
度
の
日

光
浴
を
す
る
こ
と
で
ビ
タ
ミ
ン

D
を
体
の

中
に
た
く
さ
ん
つ
く
る
よ
う
に
す
る
。
適

度
な
運
動
を
し
て
骨
や
筋
肉
が
強
く
な
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
昔
か
ら
の
言
い
伝
え

ど
お
り
で
す
。
老
い
て
は
な
お
さ
ら
に
必

要
な
事
柄
で
す
。
老
人
の
骨
は
弱
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
転
ば
ぬ
よ
う
、
転
ば

せ
ぬ
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
は
や
り
目
」

に
つ
い
て

大
村
市
医
師
会
会
員

峰

嘗

典

俗
に
、
は
や
り
目
と
言
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
中
に
は

「流
行
性
角
結
膜
炎
」
、

「咽
頭
結
膜
熱
」
や
「
急
性
出
血
性
結
膜

炎
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
す

べ
て
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

は
や
り
目
の
症
状
は
、
目
が
赤
く
な
り
、

め
や
に
や
涙
が
で
た
り
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た

り
、
ま
ぶ
た
が
腫
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
中
で
、
流
行
性
角
結
膜
炎
は
、
約

1
週
間
の
潜
伏
期
が
あ
り
、
症
状
は
初
め

の
約
1
週
間
が
強
く
そ
の
後
2
週
間
位
で

治
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
流
行
性
角
結
膜

炎
で
は
、
時
に
角
膜
の
点
状
混
濁
が
で
き

て
目
が
か
す
む
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
混
濁
は

一
度
で
き
る
と
、

1

1
2年
に
わ
た
っ
て
消
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
目
薬
は
正
し
く
点
眼
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
つ
ぎ
に
咽
頭
結
膜
熱

の
症
状
は

流
行
性
角

結
膜
炎
よ

り
軽
度
で

:
!
ii

p

す
が
、
全

i
!ド
S事
drE
E

身
症
状
が

強
く
、
発
熱
や
咽
頭
炎
を
お
こ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、

1
1
2
週
間
で
治
り
ま
す
。
3

つ
日
の
は
や
り
目
と
し
て
、
急
性
出
血
性

結
膜
炎
(
ア
ポ
ロ
病
)
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
感
染
し
て

1
1
2
日
で
発
病
し
ま

す
。
非
常
に
強
い
症
状
(
結
膜
出
血
が
特

徴
的
)
が
出
現
し
ま
す
。
治
る
の
は
早
く
、

約
1
週
間
で
す
。

は
や
り
目
に
か
か
っ
た
ら
、
早
め
に
治

療
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
人
に
う
っ
さ
な
い
た
め
に
、
以
下

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
0

・
目
を
さ
わ
っ
た
あ
と
の
子
は
、
水
道
水

と
せ
っ
け
ん
で
十
分
に
洗
う
こ
と

・
患
者
さ
ん
専
用
の
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

を
利
用
し
、
め
や
に
や
涙
を
拭
い
て
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
捨
て
る
こ
と
。

・
患
者
さ
ん
の
使
っ
た
茶
碗
・
タ
オ
ル
な

ど
は
煮
沸
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

・
目
薬
を
他
の
人
に
使
用
し
な
い
ご
と
。

(
点
眼
瓶
か
ら
の
感
染
予
防
)

・
風
呂
に
入
る
と
き
は
、

一
番
最
後
に
入

り
、
あ
と
は
熱
湯
で
風
呂
場
を
流
す
こ

と
。

・
会
社
や
学
校
で
は
、
う
っ
さ
な
い
た
め

に
休
む
よ
う
に
す
る
こ
と
。
(
期
間
は

ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
)

事イtfELE叶ベイサイド大村Jオープン
6月1日、市内3か所日

のデイサービスセンター

「べイサイド大村」がオー

プンしました。同センター

では、在宅のねたきり老人

および虚弱老人などを送迎

し、入浴・食事・機能回復

訓練などのサービスを提 広

供、利用者の心身機能および自立心の維持向上を図るととも

に、家族の介護負担の軽減を目的としています。

利用対象者=在宅のねたきり老人、虚弱老人および重度身体

障害者

申し込み・問い合わせ=高齢福祉課

デイサービスセンターへの問い合わせ=ベイサイド大村 (21

@7731)、泉の里(包⑫94 5 5)、めぐみ荘(包⑮20 0 8) 

CJ宅童手当〉
j 現況届けの提出はお済みですか
現在、児童子当を受給中の人は、 6月

中に現況届けを提出していただくように

通知をしていましたが、まだ提出してい

ない人は至急提出してくださt)0 

提出がないと支給停止になります。

問い合わせ市民課記録係ヘ

食中毒にこ津見要f
食中毒の季節です。各地で発生し、死

亡者も出ています。

生ものや時間が経った食べ物に十分注

意しましょう 1
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国民健康保険は、私たち

の健康とすこやかな暮らし

を守るために生まれた制度

です。

皆さんが安心して医療を

受けられるように、健全な

運営に努めていますが、そ

の運営を支えるのが保険税

です。

国保が負担する医療費な

どの給付は、主に皆さんの

保険税で賄われていますの

で国保制度に十分な理解を

いただき、保険税の納付に

ついてご協力をお願pします。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
税

生砂
ー
「
税
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
」
|

国民健康保険被保険者の皆さんヘ

『国保をささえる保険税』

一
番
身
近
に
感
じ
る
税
〈
芋
と
い
『
え
ば
、
消
費
税
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

消
費
税
は
、
商
居
で
の
買
物
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
と
き
な
ど

3
%の
税
率
で
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
消
費
税
を
は
じ

め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
税
金
と
か
か
わ
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

ど
ん

な
税
金
が
あ
っ
て
、
だ
れ
が
、
ど
ん
な
方
法
で
、
ど
こ
に
納
め
、
ど
の
よ

う
に
生
活
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
、
案
外
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

今
回
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
税
金
と
の
か
か
わ
り
を
、
大
村
市

で
取
り
扱
っ
て
い
る
税
金
を
中
心
に
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

税
金
は
ど
こ
に
納
め
る
か
に
よ

っ
て
、
国
税
(
国
の
税
金
)
、
道
府
県

税
(
長
崎
県
は
県
税)、

市
町
村
税
(
大
村
市
は
市
税
)
の
3
つ
に
わ
か

れ
ま
す
。
納
め
方
に
よ
っ
て
、
税
金
を
負
担
す
る
人
が
国
や
県
や
市
に
直

接
税
金
を
納
め
る
直
接
税
と
、
税
金
を
負
担
す
る
人
と
そ
れ
を
納
め
る
人

が
異
な
る
間
接
税
の
2
つ
に
わ
か
れ
ま
す
。

左
表
の
中
で
、
大
村
市
が
現
在
取
り
扱
っ
て
い
る
税
金
は
、
市
町
村
税

欄
の
税
金

(入
湯
税
を
除
く
)
と
個
人
の
道
府
県
民
税

(
個
人
県
民
税
)

の
9
税
目
で
す
。

問
い
合
わ
せ

国
税
(
諌
早
税
務
署
包
⑫
1
3
7
0
)
、
県
税
(
諌
早
県

税
事
務
所
包
⑫
0
0
1
0
)
、
市
税
(
大
村
市
税
務
課
包
⑧
4
1
1
1
)

所
得
税
第
1
期
分
を
納
め
ま
し
ょ
う

平
成

8
年
度

市町村税 道府県税 国税

f税画 R義庁

3ii 
1猟者毒税守、事業税 法税人

直

語
接

費入ほか量事車6 
警時官

H長i霊平見

鉱区 I也

間

税

湯税入
接

紙税正ほ日税ス 税
平見

動車自 ルゴ ヵ者3

所
得
税
の
予
定
納
税
第
1
期
分
の
納
期
限
は
、

7
月
担
日
闘
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
納
期
限
の
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
振
替
さ
れ
ま
す
の
で
、
預

貯
金
残
高
の
確
認
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な
い
場
合
、
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
廃
業
、

休
業
、
業
況
不
振
な
ど
の
た
め
、
本
年
分
の
所
得
が
前
年
分
の
所
得
よ
り
明
ら
か
に
少
な
く
な
る
と
見
込
ま

れ
る
と
き
は
、
[
予
定
納
税
の
減
額
卓
請
書
]
で
予
定
納
税
額
の
減
額
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、

7
月
1
日
間
1
日
日
側
ま
で
の
期
間
で
す
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(包
⑫
1
3
7
0
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

平成8年 7月号広報おおむら
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙

告
示
日

6
月
初
日
目

「
広
報
お
お
む
ら
6
月
号
」
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
任
期
満
了
に

よ
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

-
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
投
票
の
際
は
、
入

場
券
を
よ
く
ご
確
認
の
上
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
(投
票
所
入

場
券
は
、

7
月
1
日
ご
ろ
発
送

予
定
で
す
。)

-
立
候
補
者
数
が
改
選
数
と
同
数

の
場
合
な
ど
は
、
投
票
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。
(
こ
の
場
合
、
投
票

所
入
場
券
は
送
付
し
ま
せ
ん
。)

平
成

8
年

3
月
紅
白
確
定
の

「
大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
に
名
簿
登
載
さ
れ
て
い

る
人不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
、
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

期
間

場
所

6
月
初
日
間
1
7月
6
日

出
(
午
前
8
時
ぬ
分
i
午

後
5
時
)

市
選
挙
管
理
委
員
会

投
票
時
間

第
1
選
挙
区

第
1
投
票
区

第
2
投
票
区

第
3
投
票
区

第
2
選
挙
区

第
1
投
票
区

第
2
投
票
区

第
3
投
票
区

第
4
投
票
区

第
5
投
票
区

一一一
一

目口l・_.・，.・
----・
-...，・，
~・・・"""且~・

一
一
一一ー-
~・
L区、.

一
一
一一一ー
-

-----・一.Jl:iiI""'II!・

一

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
は
、

漁
業
者
お
よ
び
漁
業
従
事
者
を
主

体
と
す
る
海
区
漁
業
調
整
機
構
で

あ
り
、
今
回
の
選
挙
は
、
公
選
に

よ
り
選
任
さ
れ
る
漁
民
委
員
に
つ

い
て
の
任
期
満
了
に
伴
う
も
の

で
、
次
の
日
程
で
執
行
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
投
票
の
際
は
、
入
場
券

を
よ
く
ご
確
認
の
上
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
(
投
票
所
入
場
券
は
、

7
月
弘
日
ご
ろ
発
送
予
定
で
す
。)

@
立
候
補
者
数
が
改
選
数
と
同
数

の
場
合
な
ど
は
、
投
票
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
。
(
こ
の
場
合
、
投
票
所

入
場
券
は
送
付
し
ま
せ
ん
。)

平
成

7
年
ロ
月

5
日
確
定
の

午
前
7
時
l午
後
6
時

今
村
公
民
館

三
浦
出
張
所

鈴
田
出
張
所

セ中椎市市上
ン地池立役久
タ区公図所原
l住民 書 別公
民館館館民

館

第
6
投
票
区

第
7
投
票
区

第
3
選
挙
区

第
1
投
票
区

第
2
投
票
区

第
3
投
票
区

第
4
投
票
区

第
4
選
挙
伎
一

第
1
投
票
区

第
2
投
票
区

第
3
投
票
区

告
示
日

7
月
幻
自

ω

「海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
」
に
名
簿
登
載
さ
れ
て

い
る
人
不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
、
投
票
所
ヘ
行
け

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

期
間

7
月
お
日
仰
l
担
日
附
(
午

前
8
時
却
分
l
午
後
5
時
)

市
選
挙
管
理
委
員
会

場
所

西
大
村
本
町

公
民
館

諏
訪
公
民
館

大
村
子
供
の
家

竹
松
出
張
所

萱
瀬
出
張
所

ダ
ム
建
設
記
念

会
館

福
重
出
張
所

松
原
出
張
所

南
野
岳
集
落

セ
ン
タ
ー

投
票
所

投
票
時
間

午
前
日
時
l午
後
6
時

第
1
投
票

区

大

村
湾
東
部
漁
業

協
同
組
合
事
務
所

第
2
投
票
区
大
村
市
漁
業
協
同

組
合
事
務
所

第
3
投
票
区
松
原
浦
公
民
館

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

(宮

@
4
1
1
1
)
 

大村市は、コンビュー タ (電算機) を利用

して次のような仕事をしていますが、「電子

計算組織の運営にかかわる個人情報保護条

例」に基づき年に1回公表するものです。

味 ?記録項目と利用状況判
電子計算組織に記録している主な事務と個人情報の項目

業務名 記録項 目 [ ]内は利用状況

挙選 薯理言管

0個人コードO世帯コードO通称コ ードO住所O世帯
主氏名O住民区分O生年月日O性別O続柄。住民とな
った年月 日O届出年月日O消除年月日O異動事由Oカ
ナ氏名O公称コードO投票所名O転出地コードO投票
区O資格
[選挙人名簿および投票所入場券の作成]

。個人コードO記号番号O取得日O喪失日O種別O保

民年国金 露唾金ぎ

険料区分O喪失理由O免除区分O納付区分O加入記録
0納付書発行区分O満了年月日O前納情報O納付記録
0生年月日O高齢任意情報O世帯コードO性別O氏名
0住所O金融機関コードO金融機関名O口座番号O納
付組合

[国民年金保険料の賦課・徴収の関連I帳票作成および

加入状況調などの資料作成]
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[ ]内は利用状況

録

記 録 項目

0住民コードO世帯コードO異動事由O異動日O届出
日Oカナ氏名O漢字氏名O性別O住民区分O生年月日
O続柄。住民となった日O住民となった届出日O本籍
地O筆頭者O郵便番号O従前の住所O住所コードO通
称コードO現住所O位帯主名O小学校区O中学校区O
投票区O転出先住所O転居前住所O印鑑番号O印鑑登
録年月日O印影O国保資格情報O国年資格情報O生活
保護(種類、開始年月日、廃止年月日)0身体障害者
(種別、等級、障害名)0各種子当情報O原爆手帳番
号O療育手帳番号
[住民基本台帳の作成、住民票、印鑑登録証明書など

発行 く利用業務〉就学通知書、成人式案内状、国民健

康保険証、各種予防接種通知書、健康診断受診通知書、

児童手当、畜犬予防接種通知書]

業務名

(市

民

民

記
課

住
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業務名 |記録項目 [ ]内は利用状況 II業務名 i記録項目

市

(

税

務

課

)

県

民

手見

C個人コードO指定番号O一連番号O課税年度O異動
事由O申告区分O生年月日O性別O氏名O住所O営業
所得。農業所得。その他の事業所得O不動産所得O利
子所得O配当所得O給与所得O公的年金所得。雑所得
。総合譲渡所得O一時所得O土地などにかかる事業所
得O長短期所有土地など所得O分離譲渡所得(短期)
O分離譲渡所得(長期)0変動所得O臨時所得O繰越
損失O免税所得(特例)0みなし法人所得O非課税所
得。専従者控除O雑損控除O医療費控除O社会保険料
。小規模企業共済など掛金O生命保険料O個人年金保
険料支払額O総所得金額O各種扶養控除額O課税標準
額O税額控除O差引税額O合計年税額O期別税額O通
知書番号O分離株式所得O寄付金控除
[市民税および県民税の賦課・徴収の関連帳票作成、

課税状況調などの資料作成]

(

税

務

課

)

一

(

税

務

課

)

国
民
健
康
保
険
税

一
軽
自
動
車
税

0記号番号O納付書番号O納税義務者コードO被保険
者数O所得総額O控除合計額O課税標準額O所得割額
。均等割額O平等割額O算出合計額O限度超過額O月
割増減額O決定税額O個人コ ード
[国民健康保険税の賦課 ・徴収の関連帳票作成および

課税状況調などの資料作成]

0一車コー ドO納税義務者コードO車体番号O車両標
識番号O車種O送付区分O課非区分O所有区分O納税
義務発生年月日O廃車年月日O税額O氏名O住所O納
付書番号

[軽自動車税の賦課・徴収の関連帳票作成]

収

納

0住民コードO税目O通知書番号O課税年度O該当年
度O期別O金額O督促料O延滞金O分納金
[市税、 国民年金保険料、 住宅使用料、保育料、 施設

等入所負担金等の収納業務]

(

税

務

課

)

固

定

資

産

税

0一筆コードO納税義務者コードO所在地コードO地
目O状況類似O都市計画O課税地積O評価額O標準地
との比較O道路との関係O造成費控除O比準割合O評
点数O所有者コードO一棟コードO画地番号O棟番O
登記年月日O登記床面積O課税年度0種類O家屋番号
O用途O構造O屋根O階層O課税床面積O再建築費評
点数O特例対象面積O理論評価額O決定価格O世帯コ
ードO台帳所有者O品名O耐周年数O取得価格O減価
残存率O住所
[固定資産税、都市計画税および償却資産税の賦課・

徴収の関連帳票作成、課税状況調などの資料作成]

口

座

(
税
務
課
)

納
税
組
合

0個人コードO納税
組合O納付方法O開
設 日O閉鎖日O金融
機関O口座番号O口
座名義人

0納組コードO納付
組織名O納付組織代
表者名O口座振込O
口座名義人氏名

[市税 ・国民年金保険料、住

宅使用料、保育料、農業集落

排水事業分担金および下水道

受益者負担金の徴収にかかる

口座振替の関連帳票作成・納

税組合報償金支払の関連帳票

作成]

安説
市 務

喜き
イ主 会
宅 建
使 築
用 課
料 む

2 個人情報の開示などの申請はありませんでした。

0法人番号O産業区分O種別O決算期O設立O解散O
資本金O従業員数O区分O法人名称。住所O本屈の住
所O代表者氏名
[法人市民税の関連帳票作成]

0住宅コ ードO入居者コー ドO住宅区分O家賃O割増
区分O入居年月日O家族数O住宅番号O月別家賃0-1立
帯番号O納付書番号O氏名O住所
[市営住宅使用料の徴収関連帳票作成]
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下者下 10受益者賦課コードO筆数O地積O負担金O猶予年月
乏負金16猶予額O減免額O差引負担金額O個人コードO納付
書担萎 |管理人個人コードO氏名O住所
丞金; I [下水道受益者負担金の賦課 徴収の関連帳票作成]

農事___10受益者賦課コードO筆数O地積O分担金O猶予年月
警業耕 10猶予額O減免額差引分担金額O個人コードO納付管
雲分地 |理人個人コードO氏名O住所
穿担課 I[農業集落排水事業分担金の賦課 徴収の関連帳票作
水金c..:1成]

(
農
林
水
産
課
)

水
田
農
業

0農家コードO農家情報O農地情報O転作情報
[転作水田に関する帳票作成]

(
児
童
家
庭
課
)

保

育

所

0保育所コードO児童コードO区分O階層O入所年月
日O退所年月日O世帯コードO氏名O生年月日O性別
O判定O保育料 (市基準)0保育料(措置分)0通知
書番号O区分判定
[保育料の徴収に伴う 関連帳票作成]

(

福

祉

課

)

福

祉

医

療

0個人コードO医療区分O受給者区分O資格取得日O
ねたきり認定日O保険種別O健康手帳O身障手帳O療
育手帳O母子最終年月 日O氏名O性別O生年月日O続
柄。身障情報O原爆医療O住所
[福祉医療費給付に伴う関連帳票作成]

(
福
祉
課
)

老
人
医
療

0個人コードO受給者番号O資格取得日O事由O保険
区分O保険者番号O氏名O性別O生年月日O続柄。住
所

[老人医療の給付に係る事務、関連帳票の作成]

障 1;;住民コードO住所O氏名O生年月 日O性別O交付月
ー---1日O等級O種別O手帳番号O障害名Oケース番号O交
吾 福 |付番号O保険証番号O負担金O税情報O支給情報
者 祉 I[身体障害者手帳、更正医療、補装具、日常生活用具、
青 き |療育手帳福祉手当、福祉電話、介護見舞金等に関す

祉 |る台帳管理、給付等処理、 関連帳票、資料等の作成]

10個人コードO氏名O性別O抽柄。住所O事由O申請
袈 匂 |日O決定日O措置 日O入所E13退所日O施設種別O金
子 祉詣|額
会 祉 I[老人福祉施設、療育施設等の入所に関する事務、関
所 理雪|係帳票の作成]

(
高
齢
福
祉
課
)

高

齢

者

福

祉

0住民コードO世帯コードO世帯員数O氏名O生年月
日O性別O電話番号O保護者情報O連絡先情報O住居
情報O医療情報Oホームヘルプ情報Oショー トステイ
情報Oディサービス情報
[ホームヘルプ、 ショ ートステイ、ディサービス、 f孟
祉電話、 日常生活用具、介護見舞金等に関する台帳管

理、 給付等処理、関連帳票、 資料等の作成]

(

保

護

課

)

生

活

保

護

0申請番号Oケース番号O世帯コードO開始年月日O
開始理由O停止年月日O停止理由O廃止年月日O廃止
理由O世帯主級地O世帯主住民コードO住民コードO
氏名O生年月日O性別O保険区分O個人支給情報O医
療情報O医療券情報O意見書情報
[生活保護に関する台帳管理、 支給、医療券、意見書、

統計等の処理、関連帳票、資料等の作成]
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、
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付
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。

応
募
締
切

7
月
担
日
嗣

問
い
合
わ
せ

広域農道(多良岳西部地区)の

名前をつけ乞ください

総
務
課
行
政
係

市営住宅入居者
種別 住 宅 名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

城 2 3DK 25，200 

1 種 原 口 3DK 27，200 

久原第二 2 3DK 21，200 

岩 舟 1 2 K 3，300 

2 種 池 田 2 K 7，800 

常 盤 3 K 13，500 

広全
域 線
農聞
道通

東向
大け
村
1工
丁事
目が
)進

ん
で

る

松原地区から鈴団地区(諌早市との市境)まで大村市

の山手方面を縦断する広域農道(多良岳西部地区、総延

長14.6km)が平成9年度に完成し、全線開通の予定です。

この農道は、昭和必年度から農林水産省の補助事業で、

県営事業として進められてきたものです。

広く市民に親しまれるような道路の「ネーミングJを
募集します。

応募資格 年齢 ・性別は問いません。

応害規定 10字以内(作品は未発表のものに限ります)

応募方法 封書にてネーミング ・住所・氏名・年齢・

電話番号を明記のうえ郵送してください。

7月15日(月)必着

採用作品(1点)に記念品を贈呈。採用作品

は、道路標識内標識に記入し設置します。

発 表 広報おおむら9月号

応募・問い合わせ 耕地課 「広域農道ネーミングj係

(干お6大村市玖島1丁目25番地)

応募締切

賞

※2種の岩舟住宅は、単身世帯入居可能住宅です。

申込期限 7月10日(水) 抽選日 7月19日(金)、午前10時30分~

入居日 8月1日(木) 申し込み・ 問い合わせ 建築課住宅係
今年の夏は新市民プールヘ行ってみよう

7月7目方ーブン!

自衛官
募集 種 目 受 験資格 受付期間 1次試験日

品卒(見込)21歳未満の人。雄薦
防衛大学校 推薦 については高等学校長の推薦な 9月5日-10日 9月21日-22日
チ主主ム 生

ど別途資格が必要です。

一般
高卒(見込)21歳未満の人 9月17日 11月16日-17日

防衛医科大学校学生 -10月15日 11月2日一3日

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満の人 8月1日 9月16日
曹 f長 補 士 18歳以上27歳未満の人 -9月9日

航 二v工b二 ナ.>ll. 生 高卒(見込)21歳未満の人 8月l日-9月9日 9月お日

看 護 ザームtーh 生 高卒(見込)22歳未満の女子 9月17日-10月15日 10月31日

晴海 空士院
8月l日-9Ji9日受付後に指定

18歳以上27歳未満の人 一一一一一
8月!日-9月13日9月19日-20日

平成8年度

日一一:万一一 ."_. ~倒-輸血.

※料金など詳しくは折り込みのチラシをご覧くださし ¥0

※2等陸・海・空士の男子につきましての詳しいことはお問い合わせください。

問い合わせ 自衛隊大村募集事務所(宮② 62 1 7) 

国立長崎申央病院看護婦

看護婦(賃金職員 看護婦(パート職員)

若 干名 |若干名

午前8時30分~午後5時(8時間勤務)I午前8郎O分~午後3時(6時間勤務)

国立長崎中央病院人事課(包② 31 2 1 ) 

16-

監視アルバイト
~継続してアルバイトできる人~

募集対象者一般-大学生および高校2年生以上で、

健康な人 (高校生は、学校の許可細見れ

る人に限ります)男女を問いません。

募集期限 7月3日 (水)
勤務期間 7月5日"'9月1日 30人間支
申し込み ・問い合わせ スポーツ振興課
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夏休みミ子ども教室受講者ぼしゅう

なかち く公民館 松並 1丁目246-5ft@1376 

教室 名 内 容 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

紙ネンドで素敵な壁掛けを 7月22日、 29日 小学3年生以上 紙ネンド人形子ども紙ネンド教室 作ります。 月曜日 2回
(材料費 :800円) 午前10時一正午

40人 クソレーフ。

布を使って日常使えるかわ 7月23日、 30日 小学5年~
子ども手作り教室 L川叶¥物を作ります。 火曜日 2回 中学生 田原清子

(材料費:600円) 午後 l時30分-3時30分 20人

木を使って、簡単な作品を 7月24日、 31日
小学4年生以上

子ども工作教室 作ります。 水曜日 2回 中山新一郎

(材料費 :500円) 午前10時~正午
20人

おりがみで、いろいろな動 7月25日、 8月1日 小学1年~
子どもおりがみ教室 物が遊ぶ動物園を製作しま 木曜日 2回 4年生 おりづる会

す。 (材料費 :300円) 午前10時~正午 40人

中央 公 民館 本町413-2 ftO3161 
教 皐F 晶『 名 内 容 期 日 対象・定員 講師(敬称略)I 

藤を使って、簡単な小物入 7月25日(木)、 8月1日(木) 小学3年~
子ども藤手芸教室 れなどを作ります。 8月8日(木)午前9時30分 小学6年生 坂本弥生

(材料費:400円) ~正午計3回 30人

日本伝統の和紙を使って好 8月5日(月)、6日(火) 小学4年~
子ども和紙ちぎり絵教室 きな動物や花などを作りま 午前9時30分~正午 小学6年生 和紙ちぎり絵会

す。 (材料費 :400円) 計2回 30人

各 種講座のご案内

中央 公 民館 本町413-2 ftO3161 
教 主F晶『 名 内

合院内・， 期 日 対象・定員 講師(敬称略)
多忙な日常生活の中におい

7月24日-3月26日
心にやすらぎを て、心の潤いを求めてクラ

毎月第 4水曜日 9回 成人 30人 公民館主事
クラシック・コンサート シック音楽の世界へ案内し 午後 7時-9時

ます。

子どもボランティア 福祉や教育、自然や環境、国際 7月27日-2月22日 中学 1年~

入門講座
交流など生活の中でのボラ ン

毎月第4土曜日 8回 高校3年生 各専門講師
ティア活動について学びます。

~私に何ができるかな9"-' 第4土曜日に新しい挑戦を。
午前10時~正午 20人

市内外の史跡を訪ね、郷土の歴史につ
7月27日-1月11日 小学6年~

少年歴史クラブ
いて学習し、グループ研究に取り組み

土曜日 10回 中学2年生 各 専 門講師
ます。さらにキャンプなどを通して子

午前10時~正午 30人どもたちのふれあいの輪を広げます。

21世紀に向けて、これから 局齢者の健康づくり、生きが 7月25日-3月13日 高齢者
の高齢者の生き方をさぐる いづくり、時事問題、郷土史、 毎月第 4木曜日 10回 (60歳以上) 各専門講 師

高齢者大学講座
高齢者と生涯学習、研修旅行 午後 1時30分-3時30分 150人ほか(運営費として1，000円)

日本伝統の和紙を使っていろんな物を 9月21日-1月18日

和紙ちぎり絵教室 作ります。初めての方、特に歓迎します。毎月第3土曜日 5回 成人 30人 福間 雅世
(材料費 :5回分 6，000円) 午後 l時30分-3時30分
(器具代:1，500円

申込期限 7月8日(月)必着 受講料は無料(教材費は実費)

申込方法 往復はがきに、住所・氏名 ・年齢(学校名、学年) ・性別・ 電話 ・希望する教室を一葉に一教室書い

て申し込んでください。申し込み多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ
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郵
政
臓
員
採
用
誌
験

受
付
期
間
H
6月
お
日
嗣
1
7月
日
日
側

資
格
H
昭
和
4
年
4
月
2
日
か
ら
弱
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
入
試
験
種

目
H
教
養
試
験
、
適
正
試
験
、
作
文
試
験

試
験
日
H
第

一
次
試
験
、

8
月
時
日
目

試
験
地
H
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、
福
江
市

ほ
か
問
い
合
わ
せ
H
大
村
郵
便
局
総
務

課
(
包
⑫
2
8
0
0
)

文
部
省
認
定

編
物
按
能
検
定
詰
験

検
定
日
H
9月
日
日
開

場
所
H
向
陽
高

試験
試験職種 受験資格

「理学療法士及び作業療法士

法」による厚生大臣の理学療

理学療法士 法士免許を有する人で、昭和

43年4月2日以降に生まれた

人

採用貝市職

校
(
西
三
城
町
)
検
定
料
H
I級
8
千

円、

2
級
5
千
円
、

3
級
3
千
円
、

4
級

千
円
受
験
資
格
H
ど
な
た
で
も
、
何
級

か
ら
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

受
付
期

限
H
8月
況
日
出
問
い
合
わ
せ

H
例
日

本
編
物
検
定
協
会
・
長
崎
支
部
役
員
新

田
(
包
⑮
7
4
6
0
)
古
根
村
(
岱
⑧
8

5
2
3
)
小
坂
(
包
⑭
1
4
1
4
)

大
村
空
襲
誌
の
資
料
を

集
め
て
い
ま
す

大
村
空
襲
誌
編
纂
の
た
め
、
第
紅
海
軍

航
空
廠
な
ら
び
に
大
村
空
襲
を
中
心
と
し

た
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
の
写
真
、
記
録
、
品
物
な
ど

お
持
ち
の
人
は
ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で

す
の
で
、
福
祉
課
庶
務
係
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

市内に住んでいる人または、採

用後住むことができる人

l人

10月1日

8月9日(金)

8月19日(月)・ 20日(火)

所定の申込用紙(人事課または、

各出張所にあります)に記入の

うえ、応募してください。

人事課 (包⑬4111 内線270-

272) 

採用の条件

採用人員

採用予定日

申込期限

試験日

応募方法

問い合わせ

起
業
家
に
チ
ャ
レ
ン
、
ツ

し
ま
せ
ん
か
け

県
が
、
起
業
化
に
必
要
な
研
究
開
発
を

支
援
し
ま
す
。

対
象
者
H
創
造
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

も
と
に
研
究
開
発
し
起
業
家
を
め
ざ
す
人

資
格
H
個
人
、
ま
た
は
、
従
業
員
5
人
以

下
の
個
人
企
業
や
法
人
採
用
条
件
H
①

県
内
で
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
②
3
年
以

内
に
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
支
援
内
容

(
原
則
3
年
間
)
H①
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

室
の
無
償
貸
与
②
研
究
開
発
費
の
助
成
1

千
万
円
×
2
年
間
③
技
術
・
経
営
専
門
家

の
無
料
指
導
④
工
業
・

窯
業
技
術
セ
ン
タ

ー
実
験
用
開
放
設
備
機
器
類
の
無
料
使
用

募
集
人
員
H
8年
度
2
人
(
審
査
あ
り
)

応
募
期
限
H
7月
末
日
応
募
先
H
例
ナ

ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
(
池
田
2

丁
目

1
3
0
3
8
8
@
1
1
3
8
)

問
い
合
わ
せ
H
例
ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
財
固
ま
た
は
県
企
業
振
興
課
技
術
振

興
班

(
8
0
9
5
8
⑫
1
6
0
1
)

7月加入分、 1口360円

( 1人2口まで)

総務課、各出張所

市民交通傷害保険
=ただ今受付中です=

もう加入されましたか

保険料

申込窓口

水道メーターの

取り替えについて
水道部では、正しい水量を計るため計量法に基

づき8年に 1度、年次、地区別にメ タの取り

替えを行っています。

交換による断水は、短時間 (10分程度)で終わ

りますのでご協力をお願いします。

問い合わせ 水道部業務課 (ft@!1111) 

お願い

県下一斉 霊法主こ‘協力をお願いしますo

勤労青1)哩ホーム受講生ぽしゅう
講座名 内 J谷~ 日 時 講師名(敬称略)

暮らしの中 アロマ (芳香)7月16日 (火)
に香りを の使い方、楽 午後 7 時30~ マクマーン・智子

しみ方 8時30分

1日ゆかた ゆかた ・半巾 7月18日(木)
着付教室 帯-腰紐・帯 午後 7 時30~

井芹靖子
板をご用意く 9時
ださ い

対応の心と 話 し方 ・接遇 7月23日 (火)
マナーの講 コンサ)1.-タン 午後 7 時30~

山田昌介
員活 トによる、 &P 9 s寺

身につく研修

18 

浜そうじ
海と渚のクリーンアップ作戦

実施日7月2。 日(土)
-E孟司喧面温:I!Ilm苗圃

市内に勤務および居住する勤労青少年

(15歳-30歳未満)

7月10日(水)受講料-は無料

はがきに住所・氏名・年齢・職業・電

話番号を記入のうえ、申し込んでくださp。

勤労青少年ホーム(西三城町8番8⑧
1353)午後 l時-9時開館

受講資格

申込期限

申込方法

申し込み・

問い合わせ



女第17回おおむら食

夏越まつり
8月1日(木)宵まつり
花火大会臼島大かがり火

8月2日(金). 3日(土)
本まつり

ちびっこ相撲大会

ゆかた納涼コンテスト

太鼓の競演

おおむら音頭コンテスト

などもりだくさん

おおむら夏越まつり協賛会

(H@2580) 

問い合わせ

第
日
ロ

竹
松
ゆ
か
た
ま
つ
り

平成8年 7月号

日

場

催

7月20日(土)-21日(日)

午後6時-10時

竹松駅通り特設広場

チビッコオリエンテーリ

ング、仮装カーニパル、

道行き踊り、プレイング

ステージなど

問い合わせ竹松ゆかたまつり実

行委員会

(包⑧8335

広報おおむら

時

所

し

松
原
・
三
浦
海
水
浴
場

海
聞
き

期
間

H
7
月
日
日
同

1
8
月
日

口
U

円口
時
間
H
午
前
9
時
l
午
後
6
時

お
願
い

-
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
0

・
海
水
浴
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
0

・
三
浦
海
水
浴
場
は
ま
わ
り
が
私

有
地
の
た
め
、
指
定
さ
れ
た
道

以
外
は
通
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
一
亦
ご
う
日

海
水
浴
場
監
視
員

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間

H
7
月
日
日
同

1
8
月
時

口
U
H
口

時
間
H
午
前
9
時
1
午
後
6
時
加

分勤
務
地
H
三
浦
海
水
浴
場
・
松
原

海
水
浴
場

内
容
H
海
水
浴
客
の
監
視
、
場
内

清
掃
な
ど

条
件
H
回
歳
以
上
の
男
子
で
泳
げ

る
人
、
勤
務
地
ま
で
通
勤
可
能
な

人申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
履
歴

書
持
参
の
う
え
、
観
光
課
ま
で

通
園
園
面
国
圃
圃

j
遺
跡
出
土
品
に
見
る
大
村
交
流
史
j

辻)

大
村
に
は
数
多
く
の
遺
跡
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て

き
た
発
掘
調
査
に
よ
り
、
貴
重
な

文
化
財
が
数
多
く
出
土
し
て
い
ま

す
。今

回
の
企
画
展
で
は
、
大
村
の

交
流
の
歴
史
を
テ
l
マ
に
、
縄
文

時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
出
土

品
を
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
交
え

て
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
期
間
中
に
2
回
、
市
文

化
課
学
芸
員
に
よ
る
考
古
学
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間

H
7
月
幻
日
出

1
9
月

1

口
U
H
口

場
所
H
市
史
料
館
(
図
書
館
2
階
)

時
間
H
午
前

9
時
j
午
後
5
時

(
休
日
月
曜
日
、
火
曜
日
午
前
)

入
場
H
無
料

講
座
内
容
H
1回
目

8
月
3
日

出
、
午
後

2
時
j

3
時
、
交
流

史
に
関
わ
る
出
土
品
の
解
説
(
場

所
・
史
料
館
展
示
室
)
、

2
回
目

8
月
弘
日
出
、
午
後
2
時
j
3時、

考
古
資
料
に
見
る
大
村
交
流
史

(
場
所
・
図
書
館
会
議
室
)

問
い
合
わ
せ
U
文
化
課
、
史
料
館

企「大村町消防組

第二部防火デーパレードJ(昭和11年ごろ)
パレードが鶴亀橋にさしかかったところで、付

近の家並みは今でもその名残をとどめています。

三輪車はアメリカのハーレー・ダヴィッドソン車

を改造したものだそうで、当時としては大変モダ

ンなものだったことでしょう。

~19 ~ 

写
真
で
見
る
大
村
の
歴
史

ω

田
中
陽
一
さ
ん
提
供

田
中
陽
一
さ
ん
提
供

大
村
市
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
の
大

村
の
暮
ら
し
ゃ
風
景
を
写
し
た
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
手
も

と
に
古
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
文
化
課
(
包
⑧

4
1
1
1
内
線

3
9
6
)

""1大村商庖街戦後第一回
大売り出し宣伝隊J(昭和2年ごろ)
背後の建物は当時の商工会議所で、現在の安永

金物自横の敷地にあり、戦前は憲兵隊がおかれて

いました。思い思いのふん装には、苦しい生活の

中にも、戦時下にはないのび、のび、とした雰囲気を

感じます。



平
成
8
年
度

教
科
書
展
示
会

期
間
H
6
月
お
日
働
j
7
月
日
日
側
、
午

前
9
時
加
分
i
午
後
4
時
、
土

・
日
曜
日

を
除
き
ま
す
。

内
容
H
小
、
中
、

高
校

用
の
教
科
書

場
所
H
教
科
書
セ
ン
タ
ー

(市
民
体
育
館
横
)

※
期
間
外
で
も
申
し

込
み
を
す
れ
ば
い

つ
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
H
学
校
教
育
課

内
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

受
講
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら

「操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
の
フ
ィ

ル
ム
や
映
写
機
を
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

日
時
H
7
月
お
日
同

-
お
日
側
、
午
後
6
時
j
8
時
加
分

場

所
H
市
コ
ミ
セ
ン

対
象
H
一
般
成
人
初

人

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。)

受
講
料
H
無
料

申
し
込
み
H
市
コ
ミ
セ

(包
⑭

3
1
6
1
)

ンみ
ん
な
あ
つ
ま
れ
日

お
は
な
し
の
つ
ど
い

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
自
由
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
時
H
7
月
6
日
出
、

午
後
2
時
i
3
時

場
所
H
中
地
区
公
民

館

内
容
H
絵
本
の
読
み
聞
か
せ、

ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
布
の
本
、
影
絵
ほ
か

問
い
合
わ
せ
H
中
地
区
公
民
館

(包
@
1

3
7
6
)
 

『
世
界
・
識
の
博
覧
会
』
い
よ
い
よ
開
催
日

、
以
り
芥
U

発
売
所

各
出
張
所
、
観
光
案
内
所

(
J
R
大
村
駅
前
)
、
市
観
光
課

~込

hγ
〉
」
-
問
い
合
わ
せ

観
光
課

前売り入場券の発売は

7f?j 18日までです II 
7月19日から
878間開催

入場券 (単位向)

入場券の種類 区分 (前H8. 売当日券
L28~ I <H8.7.19-
7.18) I 10.13) 

大人 300 I 500 

普 通 入場券 中人 250 I 400 

!!テ/ 
(サテライ ト会場のみ)

小人 150 I 300 

ボ: ノ、ウステンボス 大人 2，700 一
ス 共 通 入 場券 中 人 2，200 
a場zh z (ノ、ウステンポスにも
入場できます) 人 1，700 

毒主
大 人 2，500 2.800 

高校生 1，800 2，000 
普 通入場 券

小-中学生 1，350 1，500 

賀署
幼 児 400 500 

大 人 6，000 

パ スポ通ー用ト券券) 
局校生 4，500 

(全員再開 小-中学生 3，300 

ガj 児 1，100 

お
り
が
み
講
座

今
年
は
テ
l
マ
を
決
め
ず
に
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
折
り
ま
す
。
少
し
む
ず
か
し
い

折
り
方
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
H
8
月
8
日
側
、
午
前
日
時
1
正
午

場
所
H
市
立
図
書
館

対
象
H
小
学
3
年

か
ら
6
年
生
ま
で

(
何
も
見
な
い
で
折
り

鶴
が
き
れ
い
に
折
れ
る
人
)

募
集
人

員
H
加
入

受
講
料
H
無
料
(
お
り
が
み

代
と
し
て

1
0
0円
集
め
ま
す
)

申
込

方
法
H
電
話
ま
た
は
図
書
館
に
来
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
受
付
開
始
日
H

7
月
日
日

同

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
H
市
立
図
書
館
(包
⑫
2
4
5
7
)

森の少年

版吟? ん "~­

ï::~:~~:型智
治JS綴ル
占旬、h7 (~:; t;耐

ふ湾与
制い 手i

f森の少年』
マイケル・ドリス著

灰奇健次郎訳

〈一 般 書〉風塵抄2(司馬遼太郎著)/ローズマダー
(ステ ィーブン ・キング著)/沖縄の心の原点(大木田守著)/フェイ

ス (大鶴義丹著)/牧羊犬シェップがんばる(マージョ リー・ クオー ト

ン十シェップ苦 )/元気の出る本 (黒田清著)/臨床殺人(ハリー ・ス

タイ ン著)/長城のかげ(宮城谷昌光著)/やさしい関係 (藤堂志津子

著)/おかあさんがつくったアレルギーっ子のレシピ お弁当/存在の

深き眠り(ジェ ームズ三木著)/秀吉 中(堺屋太一著)/蒼考の昂

(そうきゅうのすばる)上 ・下 (浅田次郎著)

このほかにもたくさんの新着図書を用意 しています。どうぞ、ご利用

ください。

図書館から

新着図書のご案内
この森から戻ったら、ぼくはど

んな大人になるのだろう…。

前作 『朝の少女Jに続いて、マ
イケル ・ドリスが子どもの成長と、

家族の暖かい鮮を細やかに綴った

感動の物語。

※身体障害者の人ならびにその介護者、 70歳以上の人などは
特別割引き入場券(当日売りのみ)の方が割り安です。

15:00-16:00 13:00-14:00 10:00-11:00 日時

7 (，~3 1 萱瀬 出 張所
(火)

三浦出張所鈴田出張所

'γ
l
 

-ロLV
E
↑
K
 

1
r
T
J
 

山
仏
L
、、
がい
ん
j
rq
l
 

A
U寸フ』

ペリ
/
ゆ

づ
/

松原出張所中地区公民館

7/25 
(木)"I福重 出張所 西大村コ ミセン市 コ ミセ ン

市立図書館 (s@2457)

20-

問い合わせ市コミセン内)

-サヨナラはおちちのにおい (アニメ50分)

問い合わせ
視聴覚ライ ブラ リー (~3161 



鉛
お
お
む
ら
合
同求
人
選
考
会

大
学
卒
業
予
定
者
へ
の
求
人
情
報
提
供

と
U
タ
l
ン
者
な
ど
転
職
希
望
者
と
地
元

企
業
に
よ
る
合
同
求
人
選
考
会
を
聞
き
ま

す
。
企
業
の
就
職
情
報
収
集
や
経
験
・
技

能
・
知
識
を
活
か
す
こ
の
う
え
な
い
就
職

チ
ャ
ン
ス
を
ぜ
ひ
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
H
7
月
U
日
側
、
午
後
1
時
j
4
時

場
所
H
長
崎
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ

ル
(
水
主
町
)
対
象
H
大
学
卒
業
予
定

者
、
常
用
・
パ

l
ト
希
望
者
、

U
タ
l
ン

希
望
者
参
加
企
業
H
約
加
社
主
催
日

ハロ
l
ワ
l
ク
大
村
・
大
村
市
・
大
村
商

工
会
議
所
問
い
合
わ
せ
H

ハロ
l
ワ
ー

ク
大
村
(
包
@
8
6
0
9
)

「
芳
洲
外
交
塾
」

塾
生

日
韓
友
好
交
流
、
韓
国
に
興
味
の
あ
る

人
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平成8年 7月号

"27使館の道ブぐりH
あなたの声から・.. 

は

広報おおむら

期
日
H
8
月
辺
日
嗣
j
お
日
開

場
所
H

上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー
(
上
対
馬
町
)

募
集
人
員
H
日
本
、
韓
国
か
ら
各
加
入

内
容
H
著
名
人
に
よ
る
講
演
、
日
韓
塾
生

に
よ
る
意
見
交
換
会
な
ど
申
込
方
法
H

規
定
の
参
加
申
込
書
に
よ
り
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
H
7
月
日
日

開
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
県
国
際

課

(
8
0
9
5
8
⑧
0
3
0
2
)

設
備
近
代
化
資
金

設
備
資
金
の
半
額
を

無
利
子
で
融
資

県
で
は
、
中
小
企
業
の
設
備
の
近
代
化

を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、

設
備
設
置
に
必
要
な
額
の
2
分
の
l
以
内

の
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て
い
ま

す
。
貸
付
限
度
H
4千
万
円
(資
格
要
件
有
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
商
工
会
議

所
、
県
経
営
指
導
課

(
8
0
9
5
8
②
2

9
0
9
)
 

平成10年度からスタートする新道路計画では、

これまで以上に皆様の声を重視した道づくりを

進めていきたいと考えています。

今回、建設省では、 121世紀の道を考える委員

会」を設け、その委員会において皆様のご意見

を聞くために「キックオフ・レポートjを作成

しました。このレポートでは、身の回りの道、

道路の上下空間の利用、渋滞など、いろいろな

テーマを設け、いろんな人の発言スタイルで意

見を掲載しています。

あなたが共感する自由な意見・提案などお寄

せください。

{キックオフ・レポートの設置箇所1
・建設省大村維持出張所

・大村市役所市民課

[キックオフ・レポートの問い合わせ先1
・建設省長崎工事事務所 (fi0958⑮9211)

.県道路建設課 ( fi 0958 @ 3626) 

女
ヱ
d

尚
子
生
の
た
め
の

「
就
臓
特
別
相
談
窓
口
」

婦
人
少
年
室
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
職

活
動
が
行
え
る
よ
う
「
特
別
相
談
窓
口」

を
開
設
し
ま
し
た
。

時
間
H
午
前
9
時
j
午
後
5
時
(
秘
密
厳

守
、
無
料
)
相
談
窓
口
H
労
働
省
長
崎

婦
人
少
年
室

(
2
0
9
5
8
⑩
4
3
8
4
)

草
の
根
国
際
交
流
麦
援
事
業

民
間
の
団
体
が
計
画
し
て
い
る
国
際
交

流
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

資
格
H
構
成

員
5
人
以
上
の
民
間
団
体
(
非
営
利
)
で
、

主
な
活
動
範
囲
が
県
内
で
あ
る
こ
と
。

助
成
金
限
度
額
H
5
万
円

助
成
事
業
の

実
施
時
期
(
受
付
期
間
)
H
4
月
1
1
月

(
4
月
1
日
1
7
月
白
日
)
、
ロ
月
j
翌
年

3
月
(
日
月

I
H
-
-月
初
日
)
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
H
蜘
長
崎
県
国
際
交
流

協
会

(
8
0
9
5
8
⑫
3
9
3
1
)

長崎県Uターン就職フェア
県では、 Uターンして地元企業への再就職を希

望している人またはその家族と、県下職業安定所

管内でUターン労働者を雇用する予定がある事業

所を対象に実施します。

日 時 7月7日(日)、午後l時~5 時
(午後零時30分から受付開始)

場 所新宿エルタワー13Fグリーンホール

参加企業 24社(予定)

問い合わせ 県職業安定課 (包ω'58⑫4930)
、園田園田園圃圃園田ーーーーー圃圃，

納
涼
盆
踊
り

日
時
H
7月
お
日
也
、
午
後
6
時
加
分
1

9
時

場

所

H
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基

地

主

催

H
第
沼
航
空
群
・
大
村
航
空

隊
、
陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
催
し

物
H
・
盆
踊
り
・
カ
ラ

l
ガ

l
ド
の
演

技
・
ホ
l
ク
太
鼓
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
模
擬
屈
(
露
庖
)
問
い
合
わ
せ
H
大

村
航
空
基
地
広
報
室
(
宮
@
3
1
3
1
)

第

8
回

長
崎
県
ま
ち
づ
く
り

の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格
H
県
内
在
住
の
小
学
生
テ
ー

マ
H

「こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」

規
格
H
水
彩
画
ま
た
は
ク
レ
ヨ
ン
画
、

4

つ
切
り
サ
イ
ズ
応
募
期
限
H
9
月
初
日

開

応
募
方
法
H
市
都
市
計
画
課
ヘ
持
参

す
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
絵
の
裏

に
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
、
簡
単
な
絵
の
説
明
を
必
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
H
県
都

市
計
画
課

(
8
0
9
5
8
⑮
6
7
1
2
)

第
お
回

長
崎
県
屋
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格
H
県
内
在
住
者
テ
l

マ
H
し

ま
の
日
(
長
崎
県
離
島
の
日
)
共
同
募
金

運
動
日
周
年
記
念
規
格
H
立
看
板
、
平

面
構
成

1
、
5
0
0
m
附
×
6
0
0
m

鍋
3
0
0
m
(足
長
・
白
塗
装
)
応
募

期
限
H
7
月
日
日
附

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
H
県
都
市
計
画
課

(
8
0
9
5
8

⑫
1
1
1
1
)
 

少
年
・
少
女
水
泳
教
室

小
学
3
年
生
以
上
で
泳
ぎ
に
自
信
が
な

い
児
童
を
対
象
に
水
泳
教
室
を
開
き
ま

す
。
期
間
H
8月
5
日
間
i
9
日
俗
の

5
日
間

(
午
前
日
時
i
正
午
)
場
所
H
市
民
プ

ー
ル
参
加
人
員
H
別
人
程
度
(
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)
指
導
者
H

市
水
泳
連
盟
指
導
員
参
加
料
H
7
5
0

円
(
保
険
料
を
含
み
ま
す
)
申
し
込

み
H
市
民
0

ア
ー
ル
主
催
H
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
※
参
加
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護

者
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日
H
8月
3
日
出

1
4
日
間

※
た
だ
し
、
参
加
チ
l
ム
数
に
よ
り
日
程

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成
H
・
小
学
生
の
部
H
4年
生

以
上
を
原
則
と
し
ま
す
。

-
中
学
生
男

子
の
部
H
学
年
は
問
い
ま
せ
ん
。

参J
加

資
格
H
市
子
ど
も
育
成
連
合
会
に
登
録
さ

れ
た
人
で
あ
る
こ
と
。

参
加
料
H
1
チ

ー
ム

1
、
0
0
0
円
申
込
期
限
H
7
月

四
日
倒
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

-21-



長
崎
合
気
道
会
会
員

対
象
H
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で

も
結
構
で
す
。

練
習
日
H
毎
週
月
・
金

曜

日

場

所

H
市
武
道
館
(
西
三
城
町
)

時
間
H
小
学
生
H
午
後
7
時
1
8時
中

学
生
以
上
日
午
後
7
時
j
8時
加

分

問

い
合
わ
せ
H
獅
子
島
(
包
⑧

0
2
7
3
)

ま
た
は
、
直
接
武
道
館
ヘ

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

期
日
H
7月
辺
日
j
8月
4
日
の
日
曜
日

(計
3
回

)

時

間

H
午
前
9
時
j
H
時

場
所
H
市
営
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
(
森
園
町
)

対
象
H
一
般
お
よ
び
高
校
生
男
女
定

員

H
m
人

申

込

期

限

H
7
月
日
日
同

参
加
料
H
無
料
申
し
込
み
日
市
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
協
会
(
包
⑮
3
6
2
0
橋
口
)

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

H
8
月
日
日
出
、
雨
天
決
行
受

付
H
午
前
9
時
l
正

午

開

会
H
午
前
日

時

内

容

H
エ
ン
ジ
ン
付
ゴ
ム
ボ
ー
ト
試

乗
(
選
手
が
指
導
)
対
象
H
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
申
し
込
み
H
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
会
(
岱
⑫
6
1
9
4

岩
崎
)

柔
道
教
室
生
徒
募
集

練
習
日
H
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
時

間
H
午
後
6
時
j
8時
場

所

H
市
武
道

館
(
西
三
城
町
)
会
費
H
月
額
2
、
0

0
0円
問
い
合
わ
せ
H
柔
道
協
会
(
包

⑮
3
3
5
5

浦
山
)

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及
大
会

(
ヨ
ッ
ト
・
力
ヌ
|
教
室
)

内
容
H
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
な
ど
の
試
乗

日
時
H
7月
お
日
仰
、
午
前
9
時
j
午
後

3
時

場

所

H
大
村
競
艇
場
内
対
象
H

小
学
4
年
生
以
上
か
ら

一
般
の
男
女
父

兄
同
伴
の
場
合
は
低
学
年
も
可
参
加

費
H
無
料
(
昼
食
持
参
、
参
加
賞
あ
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
内

B
&
G大
村
海
洋
ク
ラ

ブ
(
包
@
6
1
9
4
)

βA  
H持てご符 い
ア
ニ
ス
コ
ー
ト
の

予
約
が
で
き
ま
す

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
平
日
の
昼
間
に
継
続

し
て
利
用
す
る
団
体
は
、
年
に
2
回
の
調

整
会
議
に
お
い
て
コ
1
卜
の
予
約
が
で
き

ま
す
。
日
人
以
上
の
社
会
人
団
体
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
H
8月
初
日
例

時
間
H
午
後
7
時

か

ら

場

所
H
市
営
陸
上
競
技
場
事
務
室

※
日
月
か
ら
3
月
末
ま
で
の
コ

l
ト
の
割

当
て
を
決
め
ま
す
。

ご

寄

付

-

1
J
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
村
井
マ
サ
ヱ
(
竹
松
本
町
)
叩
万
円

V
市
瀬
良
人
・
桑
原
加
代
子
・
桃
田
由
美

子
(
桜
馬
場
1
丁
目
)
日
万
円

V
冨
寄
望
(
岩
松
町
)
叩
万
円

V
山
口
好
(
久
原
1
丁
目
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
福
田
保
(
杭
出
津
2
丁
目
)
日
万
円

V
浦
セ
ト
(
松
並
1
丁
目
)
日
万
円

V
溝
嶋
芳
枝
(
溝
陸
町
)
5
万
円

V
椎
場
妙
子
(
中
岳
町
)
却
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
平
石
茂
明
(
松
原
2
丁
目
)
5
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
(
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
・

1
円
玉
募
金
)
5
万
8
9

6
円
V
山
崎
憲
臣
(
水
田
町
)
2
万
4
千
円

慈
恵
荘
へ

V
増
県
弘
(
須
田
ノ
木
町
)
叩
万
円

V
川
里
マ
サ
(
乾
馬
場
町
)
3万
円

V
本
経
寺
H
か
し
わ
餅

V
原
生
花
庖
リ
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教

室
指
導

(
敬
称
略
)

V
辻
み
ち
子
(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室

指
導
V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
生
H

野
外
食
事
会
手
伝
い

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
附
属
看
護
学
校

生
H
野
外
食
事
会
手
伝
い

V
赤
木
信
雄
(富
の
原
1
丁
目
)
野
外
食

事
会
手
伝
い

V
県
立
大
村
高
校
生
H
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
側
長
崎
鋼
業
所
リ
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

泉
の
里
へ

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
登
貴
和
木
会
H
奉
仕

V
三
五
会
有
志

一
同
H
慰
問
・
ま
ん
じ
ゅ

、っ鈴田
の
里
学
園
へ

V
粕
谷
実
(
諌
早
市
川
内
町
)
却
万
円

サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
永
淵
屋
H

ま
ん
じ
ゅ
う

V
九
州
花
王
販
売
制
長
崎
支
屈
佐
世
保
営

業
所
H

せ
っ
け
ん
ほ
か

V
植
松
教
会
H
ゆ
で
卵

V
入
井
芳
樹
(
南
松
浦
郡
若
松
町
)
H
み

か
ん
V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
パ
ー
ラ
ー

M
3
H
パ

チ
ン
コ
遊
技

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童
謡
・

唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
相
田
幸
(
片
町
)
1
万
円

V
竹
内
リ
ン
(
木
場
)
お
手
玉

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
石
上
諭
(
南
高
来
郡
千
々
石
町
)
叩
万
円

V
井
原
幸
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)
雑
誌

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
本
経
寺
H
柏
餅

V
永
淵
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
へ
ア
l
メ
イ
ク
貯
H
理
容
奉
仕

V
天
理
教
婦
人
部
U
縫
い
物
お
よ
び
除
草

作
業
清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松
一
・
松
尾

謙
・
末
永
辰
夫
・
小
下

一
義
)
H理
容
奉
仕

V
高
原
生
花
届
H
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
(
母

の
日
)

V
あ
か
ね
歌
謡
教
室
H
カ
ラ
オ
ケ
慰
問

僻
大
村
国
際
交
流
協
会
へ

V
大
村
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
創
立
加
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
)
H
却
万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ

V
大
村
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

H
4万

6
1
5円

市
内
百
歳
以
上
の
方
ヘ

V
立
福
寺
温
室
組
合
H
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン

5
束

22 

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害

(
阪
神
大
震
災
)

義
援
金
を
被
災
地
ヘ

義・
援み
金つ
総る
額グ
2 )し
4 
フ

8 ~ 
5 5 
9 月
31 
4 日
O 現
5在
円)



平成8年 7月号広報おおむら

1伺日) 一般健康相談 市役所健康相談室 13: 00-16: 00 健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30 
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか @血圧・コレステロール・貧血・肥満など気にな

4P 15申書日
る方、介護面の相談(保健婦看護婦による家庭訪

乳幼児健康相談 福重出張所 ⑤13:30-15: 00 問-市訪問リハビリ・リハビリ教室・保健福祉サ
⑪小児がん(神経芽)の検査セットを渡します ービスについての相談合む)など

⑮健康子I帳

3制日 妊娠教室(1) 中地区公民館 13:30-16:00 ⑮母子健康手帳 テキスト 「母と子のために」 16伏日) 乳幼児健康相談 鈴田出張所⑧9:30-11:00 

4。同目 リハビリ教室「根気の会J 福祉センター
⑪小児がん(神経芽)の検査セットを渡します

13:30-15:30 ⑮「紙粘土」言語訓練
17(水日) 妊娠教室(3) 中地区公民館 9:30-13:00 

成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15: 00 
⑮母子健康手帳エプロン

@40歳以上 ⑪血圧測定 3歳児健康診査 大村保健所

tp 明日の親のための学級 (6)夜の部 ⑧ 9:30-9:45 13:00-13:30 
⑮平成5年1月生まれ(平成4年7月一12月生

中地区公民館 18: 30-20: 00 ⑮母子健康子帳
まれでまだ受けていない人も受診してくださpo)

「お父さん出番で、すよPART2J 
1伊 ⑮母子健康子I帳・問診票

⑮母乳育児と父親の役割について 小児科医師

リハビリ教室「根気の会」 福祉センター

7(日日) 
当番医

13・30-15:30 ⑪ちぎり絵
(内) さくらクリニック ;也田1T日 fi@8819 
(外・旺)山道医院 桜馬場2丁目合@2305 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 

ことばの教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00
成人の健康相談 福祉センター

8骨白) (初めての方は、健康増進課まで電話で申し込んでください。) 1智 13:00-15:00 @⑮は5日と同様

⑮母子健康子帳⑪ことばの発達が気になる幼児
1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室

乳幼児健康相談 福祉センター ⑧13:00-13:30 ⑪⑮は11日と同じ

9ω 日
⑧ 9:30-11:00 ⑪ 4か月児 鵠器不倒)

当番医
⑧13:30-15:00 ⑪10か月児以上 歯科衛生士による削指導

2(土0日掛現在使用中の子ども同国ブラシ(またはガーゼ)
(内・胃) 7ジイ問料クリ二、yク東本町 8⑪8686 

があれば持参くださ い
(整) 牟田整形外科医院 古田J2丁目 ~@4501 

10ω 日 妊娠教室(2) 中地区公民館 13: 30-16: 00 2(1B日) 
当番医

⑮母子健康手帳ズボン (内) 吉田内科クリニック 本町 fi@l177 
(整) 貞松病院 東本町 霊堂⑪1161

1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室

22冊日⑧13 :00-13 :30 ⑪平成6年12月生まれ(平成6 ことばの教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00

1伊 年7月一11月生まれでまだ受けていない人も受診 ⑮⑧は8日と同じ

してください。)

2伊⑮母子健康子I帳、問診票、タオル 妊娠教室(4) 中地区公民館 13: 30-16 :00 

母子とも現在使用中の歯ブラシ ⑮母子健康子帳

1F 
明日の親のための学級(7)

28但日) 
当番医

中地区公民館 13:30~16:00 (内・小)長崎医院 寿古町 fi@8615 
⑮母子健康子帳・ズボン (皮・泌)f!f自皮ふ科池原器科医院東本町 告@4330

14(日日) 
当番医 略号の説明 ⑪…対象 ⑧...受け付け ⑪…内容

(内・小)寺井医院 玖島1丁目 自@3574 ⑮持ってくるもの

(外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目fi@3070 当番医の診療時間 9:00-18:00 

市民相談コーナ一(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

お気軽にご相談くださp。

人権相談 (4 日・木 10:α)~15:∞)

行政相談 (11日・木 9:30~12: (0) 

法律相談 (17日・水1O:00~15: (0)
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

交通事故相談 (23日・火 10:ω~16川0)

年金相談 (24日・水 10:ω~15: (0)

不動産相談 (26日・金 13:00~16冷0)
※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)0 

7月の大村ポート (1日.2日・第6回グランドチャンピオン場外発売、 10日-14日・西スポ杯争奪マリンノfトル競走、
17日-20日、 21日・ 22日・第 l回オーシャンカップ競走場外発売、 27日-31日・スポニチ杯争奪女子リーグ戦競走)

健康テレホンサービス
告0958-26-5511

月 血友病
7 :人: 自分の骨の量を知ろう
の月 水 子どもの夏パテ
ア 木 鵡Nのアレルギー踏ln、ヒー性皮敵
主/¥ 老人の異常な 「やきもちjマ
土日 近いうちに発売予定のピル

23-

7
月
は
、

固
定
資
産
税

(
2期
)
と
国
民
健
康
保
険
税

(
1期
)
の
納
期
で
す
。

7
月
の
定
例
相
談
日

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市
肉
の
銀
行
、
農
協
、
郵
便
局
へ
。



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
l

日
本
の
食
文
化
を
伝
承
し
よ
う
と
、
市
民
有
志
で
つ
く
る

あ
か
ご
め
さ
と

「赤
米
の
郷
づ
く
り
実
行
委
員
会
』
が
進
め
て
い
た
「
赤
米

の
郷
」
が
、
池
田
2
7自
の
池
田
湖
畔
に
完
成
、

放
さ
れ
、
各
方
萄
か
ら
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。

一
般
に
開

稲
作
減
反
で
農
家
の
生
産
意
欲

が
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
心

配
し
た
、
同
実
行
委
員
会
の
山
下

会
長
は
、
日
本
人
の
食
料
の
基
本

で
あ
る
米
に
、
も
っ
と
関
心
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
米
の
原
種
と

さ
れ
る
赤
米
栽
培
を
思
い
立
ち
、

二
人
め
い

昭
和
臼
年
中
国
雲
南
省
(
昆
明
)

で
漢
方
薬
の
一
種
と
し
て
残
っ
て

い
る
米
か
ら
、
赤
米
の
モ
ミ
を
見

つ
け
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
以
来

収
穫
さ
れ
た
赤
米
は
、
神
社
に
献

穀
し
た
り
、
米
寿
の
祝
い
な
ど
に

配
り
ま
し
た
。

昨
年
、
稲
作
を
中
心
と
し
て
い

た
こ
ろ
の
人
々
の
連
体
感
を
と
り

も
ど
そ
う
と
「
赤
米
の
郷
」
の
建

設
を
思
い
た
ち
、
友
人
知
人
に
呼

び
か
け
半
年
が
か
り
で
造
り
あ
げ

ま
し
た
。
こ
の
建
設
に
は
、

市
の

「大
村
市
豊
か
な
地
域
別
つ
く
り
事

業
」
の
補
助
金
や
賛
同
者
の
寄
付

を
受
け
、
さ
ら
に
仲
間
た

ち
の
無
料
奉
仕
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

ー
シ
リ
ー
ズ

ω
i

赤米の郷づく り実行委員会会長

山下常道さん

〆FPこ
の
郷
は
、
山
手
を
切
り
開
い

た
約
1
、
0
0
0〉町
の
造
成
地
に
、

研
修
館
、
水
車
、
水
唐
臼
、
薬
草

園
、
し
よ
う
ぶ
園
、
ほ
た
る
の
保

育
池
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
研

修
館
は
、

「親
睦
を
深
め
る
場
所

に
」
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
会

や
公
民
館
活
動
な
ど
に
も
開
放
し

ま
す
。
ま
た
約
1
、
5
0
0
d
の

こ
ん
め
川
IJ

っ
さ
っ
こ
う

水
田
に
は
、
昆
明
・
長
興
な
ど
6

種
類
の
米
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。山
下
会
長
は
「
食
べ
物
の
貴
さ
、

心
と
体
の
健
」康
の
あ
り
が
た
さ
」

な
ど
を
地
域
の
人
々
や
子
ど
も
た

ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し
い
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

今、

全
国
各
地
か
ら
、
赤
米
に

関
す
る
子
紙
や
電
話
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
山
下
常
道
さ
ん

(諏
訪
2
丁
目

岱
⑫
3
0
3
7
)

毎
月
l
回

発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

8
m

@
4
1
1
1
 

ご~5自由庶~

ホームヘJII/~ーさんお手がら
初期消火にご協力

戸、d

編
集
/
秘
書
広
報
課

r 1 ~Y I 
大村消防署は5月13日、初期消火に協力された、宮本英子さん

(桜馬場2丁目)、野口緑さん (原町)に感謝状を贈りました。

4月、訪問先で火災を発見、中にいたお年寄りを助け出し、ぼ

や程度に食い止めました。二人は 「訪問時間と重なったのが幸い

した」と話されていました。

ホームヘル}¥ーになって宮本さんは8年、野口さんは5年ですc

一人住まpの老人が多く、 11，)つ、何があるか考えて訪問、元気
な顔を見ると嬉しくなる」と語られていますc

表彰式では、井上署長から一人ひとりに感謝状が贈られ、初期

消火への協力をたたえました。

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
宮
本
さ
ん

(
右
)
と
野
口
さ
ん
(
左
)

(
5
/
市
・
大
村
消
防
署
)

布
の
花

私
た
ち
、
布
の
花
グ
ル
ー
プ

は
、
月
2
回
中
瀬
先
生
の
指
導

の
も
と
に
、
白
い
布
を
カ
ッ
ト

し
て
、
染
め
て
い
き
ま
す
。

楽
し
く
雑
談
を
交
え
な
が

ら
、
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
る

ほ
ど
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
染
ま
り
、

コ
テ
を
当
て
て
組
み
立
て
、
一

輪
の
花
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

そ
の
時
の
喜
び
は
、
何
と
表
現

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
の
次
は

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
時

こ
の
花
を
・
:
い
い
え
、
あ
の
花

を
:
:
:
と
、
考
え
る
だ
け
で
、

幸
せ
な
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

あ
っ
と
言
う
ま
の
、

2
時
間

で
す
。
あ
な
た
も
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

布
の
花

一
同

毎
月
第
1
・
第
3
金

曜
日

時

間

午

前
叩
時
j
正
午

場

所

中

地

区

公

民
館

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(包

@
1
3
7
3
)
、
中
島

(包

⑧

4
6
2
8
)
 

朽U

A
Z
 

内は蔀月比

-24 

人口 79，964 (十78) 男 38，391(十38) 女 41，573(十40) 世帯数 26，753(十62) 6月18現在
平成7年国勢調査に基づく推計人口 (総務庁統計高から発表された速報に墓づき修正しています)
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